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中
期
財
政
計
画

雲
仙
市

平
成
19
年
度
〜
平
成
23
年
度

〜
財
政
再
建
団
体
に
な
ら
な
い
こ
と
を
目
指
し
て
〜

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
、
今
後
の
財
政
運
営

の
指
針
と
な
る
「
雲
仙
市
中
期
財
政
計
画
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
、「
雲
仙
市
総
合
計
画
」
の

前
期
基
本
計
画
に
あ
わ
せ
、
平
成
19
年
度
か

ら
平
成
23
年
度
ま
で
の
5
カ
年
間
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
合
併
に

対
す
る
財
政
上
の
特
例
措
置
終
了
後
の
平
成

33
年
度
ま
で
の
長
期
財
政
見
通
し
を
踏
ま

え
、
特
例
措
置
終
了
後
も
財
政
再
建
団
体

に
転
落
し
な
い
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

合
併
し
た
市
町
村
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
合

併
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、

最
も
長
期
間
の
措
置
で
あ
る
「
普
通
交
付
税

の
合
併
算
定
替
え
※
」
は
、
平
成
32
年
度
ま

で
（
合
併
後
15
年
間
）
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
32

年
度
ま
で
、
普
通
交
付
税
が
本
来
の
額
を
上

回
って
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
の
財
政
運
営
に
あ
た
って
は
、

収
入
の
4
割
程
度
を
占
め
る
普
通
交
付
税
の

額
が
本
来
の
額
に
な
る
、
平
成
33
年
度
以
降

に
備
え
て
、
計
画
的
に
歳
出
（
一
年
間
の
市
の

支
出
）
を
縮
小
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
中
期
財
政
計
画

に
お
い
て
は
、
平
成
33
年
度
ま
で
の
長
期
財

政
見
通
し
を
踏
ま
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え

　

普
通
交
付
税
と
は
、
人
口
が
少
な
く
税
収

が
乏
し
い
市
町
村
に
お
い
て
も
、
一
定
水
準
の

福
祉
や
教
育
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
、
人
口
や
面
積
、
税
収
の
大

き
さ
な
ど
に
応
じ
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
で
す
。

　

人
口
が
少
な
い
市
町
村
は
、
多
い
市
町
村

に
比
べ
て
、
人
口一
人
当
た
り
の
経
費
が
多
く

か
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
人
口
が
1
0
0

万
人
の
大
都
市
で
も
、
1
万
人
の
小
さ
な
市

で
も
、
同
じ
よ
う
に
一
人
の
市
長
が
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
市
長
に
要
す
る
経
費
を
人
口
一

人
当
た
り
で
比
較
す
る
と
、
人
口
が
少
な
い

市
の
方
が
人
口
の
多
い
市
よ
り
も
多
く
か
か

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
普
通
交
付
税
の
額
を
算
定
す

る
と
き
に
は
、
人
口
が
少
な
い
市
町
村
の
経

費
単
価
を
割
り
増
し
し
て
算
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
合
併
が
な
か
っ
た
と
仮
定

し
て
算
定
し
た
、
旧
7
町
の
普
通
交
付
税
の

合
計
額
は
、
雲
仙
市
と
し
て
算
定
し
た
普
通

交
付
税
の
額
を
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
差
額
を
本
来
の
交
付
額
（
雲
仙
市
と
し

て
算
定
し
た
場
合
の
交
付
額
）
に
加
え
て
交

付
す
る
特
例
措
置
が
普
通
交
付
税
の
合
併

算
定
替
え
で
す
。

　

合
併
後
10
年
間
（
雲
仙
市
で
は
平
成
27

年
度
ま
で
）
は
、
本
来
の
額
と
当
該
各
年
度

に
合
併
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
算
定
し
た
旧

7
町
の
額
の
合
計
額
と
の
差
額
の
全
額
が
本

来
の
額
に
加
算
さ
れ
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
段
階
的
に
加
算
額

が
縮
減
さ
れ
、
平
成
33
年
度
以
降
は
本
来
の

額
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

は
じ
め
に

長
期
財
政
見
通
し
を

踏
ま
え
る
の
は
？

長期財政見通しの結果・・・
　職員の数（平成18年4月現在、490人）を平成28年4月までに350人に削減するものとして「人件費」を縮減し、
消耗品の購入や電話代、公共施設の管理費などの「物件費」を、平成28年度までに、人口規模や産業構造
が似ている類似団体の水準まで引き下げるものとして縮減しても、平成32年度には財源不足を補てんする
財政調整のための基金を使い果たし、16億円もの赤字が発生し、平成34年度には財政再建団体に転落する
ことが予想されました。
　このため、道路や公園などの社会資本を整備する経費である「普通建設事業費」や一般の「補助交付金」
についても縮減する必要があるとの結果になりました。
　また、今後、借入金返済が増加し、実質公債費比率（借入金返済額の重さを測る指標）が、平成22年度にも、
地方債許可団体の基準である18％に達するものと予想されました。このため、借入金の繰上償還（納期到
来前の償還）を計画する必要があるとの結果になりました。

【縮減前モデル】
●人件費：41億円（平成17年度）　⇒　31億円（平成33年度）
●物件費：27億円（平成17年度）　⇒　16億円（平成33年度）
●普通建設事業費（平成21年度から平成27年度までの合計額）　322億円
●一般の補助交付金（現行の人口1人あたりの額を維持）　10.6億円（平成17年度）　⇒　9.2億円（平成33年度）
●繰上償還：実施しない

【縮減後モデル】
●人件費：41億円（平成17年度）　⇒　31億円（平成33年度）
●物件費：27億円（平成17年度）　⇒　16億円（平成33年度）
●普通建設事業費（平成21年度から平成27年度までの合計額）　322億円　⇒　212億円
●一般の補助交付金（現行の人口1人あたりの額を毎年3％減）　10.6億円（平成17年度）　⇒　5.8億円（平成33年度）
●繰上償還：平成19年度および平成20年度に各5億円実施

合 併がな
かったと仮
定して算定
した旧7町
の合計額

差額

雲仙市とし
て算定した
場合の額

※合併特例として保障されるのは、普
通交付税の計算方法であり、その交付
額は、「合併がなかったと仮定した旧7町
の合計額」も「雲仙市として算定した額」
も毎年変わります。

合併後
16年目
以降は
雲仙市
として
算定し
た額に
なる
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●
財
政
再
建
団
体
の
基
準

　　

市
町
村
に
お
い
て
、
前
年
度
決
算
の
赤

字
額
が
、
税
収
と
普
通
交
付
税
額
の
合
計

額
の
20
％
以
上
に
達
す
る
と
、
国
が
認
め

る
「
財
政
再
建
計
画
」
を
作
成
し
、
財
政

再
建
を
行
う
場
合
で
な
け
れ
ば
、
新
た
に

1
年
を
超
え
る
長
期
の
借
り
入
れ
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と

　

財
政
再
建
団
体
は
、
総
務
大
臣
の
指
導

の
も
と
、
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
や
公
共
料

金
の
値
上
げ
な
ど
の「
収
入
増
収
対
策
」と
、

職
員
給
与
削
減
や
単
独
事
業
の
廃
止
な
ど

の
「
支
出
削
減
対
策
」
を
定
め
た
「
財
政

再
建
計
画
」
を
作
成
し
、
財
政
再
建
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
具
体
的
な
影
響
事
例
◆

・
財
政
再
建
計
画
に
従
っ
た
予
算
編
成

（
予
算
編
成
ご
と
に
国
の
審
査
）

・
行
政
組
織
の
統
廃
合

（
市
直
営
施
設
の
統
廃
合
、
民
営
化
の

推
進
）

・
職
員
数
の
削
減

・
臨
時
職
員
の
整
理
、
処
遇
の
見
直
し

（
人
員
抑
制
、
最
低
賃
金
で
の
雇
用
）

・
職
員
給
与
の
引
き
下
げ

（
給
料
カ
ッ
ト
、
各
種
手
当
の
引
き
下

げ
や
廃
止
）

・
議
会
議
員
等
特
別
職
報
酬
の
削
減

（
類
似
団
体
の
最
低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き

下
げ
）

・
市
単
独
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
廃
止

・
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
な
ど
に
よ
る
市
民
負
担
の
増
加

・
市
が
実
施
す
る
道
路
や
公
園
と
い
っ
た

都
市
基
盤
整
備
事
業
な
ど
の
遅
れ

・
補
助
金
等
の
縮
減

（
類
似
団
体
や
近
隣
と
比
較
し
て
、
最

低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
下
げ
）

●
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と

　

財
政
再
建
団
体
は
、
総
務
大
臣
の
指
導

の
も
と
、
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
や
公
共
料

金
の
値
上
げ
な
ど
の「
収
入
増
収
対
策
」と
、

職
員
給
与
削
減
や
単
独
事
業
の
廃
止
な
ど

の
「
支
出
削
減
対
策
」
を
定
め
た
「
財
政

再
建
計
画
」
を
作
成
し
、
財
政
再
建
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
具
体
的
な
影
響
事
例
◆

・
財
政
再
建
計
画
に
従
っ
た
予
算
編
成

（
予
算
編
成
ご
と
に
国
の
審
査
）

・
行
政
組
織
の
統
廃
合

（
市
直
営
施
設
の
統
廃
合
、
民
営
化
の

推
進
）

・
職
員
数
の
削
減

・
臨
時
職
員
の
整
理
、
処
遇
の
見
直
し

（
人
員
抑
制
、
最
低
賃
金
で
の
雇
用
）

・
職
員
給
与
の
引
き
下
げ

（
給
料
カ
ッ
ト
、
各
種
手
当
の
引
き
下

げ
や
廃
止
）

・
議
会
議
員
等
特
別
職
報
酬
の
削
減

（
類
似
団
体
の
最
低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き

下
げ
）

・
市
単
独
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
廃
止

・
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
な
ど
に
よ
る
市
民
負
担
の
増
加

・
市
が
実
施
す
る
道
路
や
公
園
と
い
っ
た

都
市
基
盤
整
備
事
業
な
ど
の
遅
れ

・
補
助
金
等
の
縮
減

（
類
似
団
体
や
近
隣
と
比
較
し
て
、
最

低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
下
げ
）

　

中
期
財
政
計
画
は
、
平
成
33
年
度

ま
で
の
長
期
財
政
見
通
し
の
結
果
、

『
平
成
33
年
度
以
降
も
、
厳
し
い
財
政

状
況
は
続
く
も
の
の
、
財
政
再
建
団

体
に
転
落
す
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
』
も
の
と
推
測
さ
れ
た
「
縮

減
後
モ
デ
ル
」
を
用
い
て
作
成
し
ま

し
た
。

　

歳
入
（
一
年
間
の
市
の
収
入
）
で
は
、

平
成
22
年
度
を
除
き
、
収
入
額
が
支

出
額
を
下
回
る
「
財
源
不
足
」
が
見

込
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
財
政
調
整
の

た
め
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
不
足

額
を
補
て
ん
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
、
物
件
費
、

普
通
建
設
事
業
費
、
補
助
費
を
縮
減

後
モ
デ
ル
の
長
期
財
政
見
通
し
の
と

お
り
縮
減
す
る
一
方
、
将
来
の
借
入

金
返
済
額
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成

19
年
度
お
よ
び
平
成
20
年
度
に
借
入

金
の
繰
上
げ
償
還
（
返
済
期
限
到
来

前
に
全
額
返
済
す
る
こ
と
）
を
行
う

こ
と
、
ま
た
、
市
の
一
体
感
の
醸
成

を
図
る
事
業
な
ど
へ
の
活
用
を
目
的

と
し
た
雲
仙
市
振
興
基
金
へ
の
積
み

立
て
を
行
う
こ
と
な
ど
を
計
画
し
ま

し
た
。

　

財
政
計
画
作
成
に
用
い
た
縮
減
後

モ
デ
ル
の
長
期
財
政
見
通
し
で
は
、

平
成
19
年
度
以
降
、
当
面
、
収
入
額

が
支
出
額
に
不
足
し
、
財
政
調
整
の

た
め
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
不
足
額

を
補
て
ん
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
が
、

人
件
費
や
物
件
費
の
縮
減
効
果
に
よ

り
、
徐
々
に
財
源
不
足
額
は
小
さ
く

な
り
、
平
成
24
年
度
以
降
は
、
収
入

額
が
支
出
額
を
上
回
る
黒
字
に
転
換

し
、
平
成
27
年
度
ま
で
黒
字
額
が
拡

大
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
え
が
段
階
的
に
縮
小
さ

れ
る
平
成
28
年
度
以
降
、
毎
年
、
普

通
交
付
税
の
額
が
大
幅
に
減
少
す
る

た
め
、
平
成
29
年
度
に
再
び
財
源
不

足
が
生
じ
、
以
降
、
平
成
33
年
度
ま

で
財
源
不
足
額
が
拡
大
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
34
年
度
以
降
も
、
収
入
額
の

減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
合
併
算

定
替
え
が
平
成
33
年
度
に
終
了
し
て

い
る
た
め
、
普
通
交
付
税
の
減
少
幅

は
大
幅
に
縮
小
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
方
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、

普
通
建
設
事
業
費
の
縮
減
効
果
に
よ

り
、
借
入
金
の
返
済
額
が
、
収
入
の

減
少
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
減
少
す
る

た
め
、
財
源
不
足
額
は
徐
々
に
小
さ

く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
間
、

財
源
不
足
を
財
政
調
整
の
た
め
の
基

金
を
取
り
崩
し
て
、
補
て
ん
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
平
成
24
年
度
以
降
、

財
政
に
若
干
の
余
裕
が
見
込
ま
れ
る

時
期
に
、
所
要
額
を
財
政
調
整
の
た

め
の
基
金
に
積
み
立
て
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、
庁

舎
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
継
続
事
業
や
補

助
金
等
を
始
め
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
歳
出
と
の
調
整
を
行
わ
な
い
限
り
、

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
を
招
く
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
は
、
継
続
事
業

や
補
助
金
等
を
含
め
て
、
ど
の
事
業

を
実
施
す
る
の
か
、「
選
択
と
集
中
」を
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

雲
仙
市
が
合
併
し
て
い
な
か
っ
た

も
の
と
仮
定
し
て
実
施
し
た
旧
7
町

の
財
政
状
況
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
旧
7
町
が
過
去
3
カ
年
（
平
成

14
年
度
〜
平
成
16
年
度
）
の
最
小
決

算
額
と
同
額
の
普
通
建
設
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
、
そ
の
他
の
経
費
は
、

平
成
16
年
度
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
維
持
す
る
も
の
と
し
て
試
算
し

た
場
合
、
7
町
と
も
、
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
に
か
け
て
、
順
次
、

財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

各
町
と
も
、
財
政
再
建
団
体
へ
の
転

落
を
避
け
る
た
め
、
使
用
料
等
の
値

上
げ
や
補
助
金
の
見
直
し
、
普
通
建

設
事
業
の
縮
減
な
ど
を
実
施
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
各
町
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
、
現
在
の
雲
仙
市
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
相
当
下
回
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
期
財
政
計
画
の
主
な
内
容

今
後
の
財
政
運
営
の

ポ
イ
ン
ト

合
併
し
て
い
な
か
っ
た
ら

財
政
再
建
団
体
と
は
？

中期財政計画
雲仙市

平成19年度～平成23年度

　民間企業でいえば「倒産状態」。
　自らでは赤字を解消できず、国の
管理下に置かれて赤字の解消を進め
ていく地方自治体のことです。
（注）地方自治体の財政再建制度については、現行の「財政再建団体」

に代わる「財政再生団体」および財政再生段階にいたる前段
階の「財政健全化団体」の2段階の財政健全化制度への改正が
国において検討されています

※「雲仙市中期財政計画」は、市役所財政課
および各総合支所において閲覧できます。
また、市のホームページからダウンロー
ドできます。

〈雲仙市ホームページ〉
http://www.city.unzen.nagasaki.jp
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●
財
政
再
建
団
体
の
基
準

　　

市
町
村
に
お
い
て
、
前
年
度
決
算
の
赤

字
額
が
、
税
収
と
普
通
交
付
税
額
の
合
計

額
の
20
％
以
上
に
達
す
る
と
、
国
が
認
め

る
「
財
政
再
建
計
画
」
を
作
成
し
、
財
政

再
建
を
行
う
場
合
で
な
け
れ
ば
、
新
た
に

1
年
を
超
え
る
長
期
の
借
り
入
れ
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と

　

財
政
再
建
団
体
は
、
総
務
大
臣
の
指
導

の
も
と
、
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
や
公
共
料

金
の
値
上
げ
な
ど
の「
収
入
増
収
対
策
」と
、

職
員
給
与
削
減
や
単
独
事
業
の
廃
止
な
ど

の
「
支
出
削
減
対
策
」
を
定
め
た
「
財
政

再
建
計
画
」
を
作
成
し
、
財
政
再
建
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
具
体
的
な
影
響
事
例
◆

・
財
政
再
建
計
画
に
従
っ
た
予
算
編
成

（
予
算
編
成
ご
と
に
国
の
審
査
）

・
行
政
組
織
の
統
廃
合

（
市
直
営
施
設
の
統
廃
合
、
民
営
化
の

推
進
）

・
職
員
数
の
削
減

・
臨
時
職
員
の
整
理
、
処
遇
の
見
直
し

（
人
員
抑
制
、
最
低
賃
金
で
の
雇
用
）

・
職
員
給
与
の
引
き
下
げ

（
給
料
カ
ッ
ト
、
各
種
手
当
の
引
き
下

げ
や
廃
止
）

・
議
会
議
員
等
特
別
職
報
酬
の
削
減

（
類
似
団
体
の
最
低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き

下
げ
）

・
市
単
独
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
廃
止

・
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
な
ど
に
よ
る
市
民
負
担
の
増
加

・
市
が
実
施
す
る
道
路
や
公
園
と
い
っ
た

都
市
基
盤
整
備
事
業
な
ど
の
遅
れ

・
補
助
金
等
の
縮
減

（
類
似
団
体
や
近
隣
と
比
較
し
て
、
最

低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
下
げ
）

●
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と

　

財
政
再
建
団
体
は
、
総
務
大
臣
の
指
導

の
も
と
、
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
や
公
共
料

金
の
値
上
げ
な
ど
の「
収
入
増
収
対
策
」と
、

職
員
給
与
削
減
や
単
独
事
業
の
廃
止
な
ど

の
「
支
出
削
減
対
策
」
を
定
め
た
「
財
政

再
建
計
画
」
を
作
成
し
、
財
政
再
建
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
具
体
的
な
影
響
事
例
◆

・
財
政
再
建
計
画
に
従
っ
た
予
算
編
成

（
予
算
編
成
ご
と
に
国
の
審
査
）

・
行
政
組
織
の
統
廃
合

（
市
直
営
施
設
の
統
廃
合
、
民
営
化
の

推
進
）

・
職
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数
の
削
減

・
臨
時
職
員
の
整
理
、
処
遇
の
見
直
し

（
人
員
抑
制
、
最
低
賃
金
で
の
雇
用
）

・
職
員
給
与
の
引
き
下
げ

（
給
料
カ
ッ
ト
、
各
種
手
当
の
引
き
下

げ
や
廃
止
）

・
議
会
議
員
等
特
別
職
報
酬
の
削
減

（
類
似
団
体
の
最
低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き

下
げ
）

・
市
単
独
で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
廃
止

・
市
税
の
税
率
ア
ッ
プ
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
な
ど
に
よ
る
市
民
負
担
の
増
加

・
市
が
実
施
す
る
道
路
や
公
園
と
い
っ
た

都
市
基
盤
整
備
事
業
な
ど
の
遅
れ

・
補
助
金
等
の
縮
減

（
類
似
団
体
や
近
隣
と
比
較
し
て
、
最

低
レ
ベ
ル
ま
で
引
き
下
げ
）

　

中
期
財
政
計
画
は
、
平
成
33
年
度

ま
で
の
長
期
財
政
見
通
し
の
結
果
、

『
平
成
33
年
度
以
降
も
、
厳
し
い
財
政

状
況
は
続
く
も
の
の
、
財
政
再
建
団

体
に
転
落
す
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
る
』
も
の
と
推
測
さ
れ
た
「
縮

減
後
モ
デ
ル
」
を
用
い
て
作
成
し
ま

し
た
。

　

歳
入
（
一
年
間
の
市
の
収
入
）
で
は
、

平
成
22
年
度
を
除
き
、
収
入
額
が
支

出
額
を
下
回
る
「
財
源
不
足
」
が
見

込
ま
れ
ま
し
た
の
で
、
財
政
調
整
の

た
め
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
不
足

額
を
補
て
ん
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
、
物
件
費
、

普
通
建
設
事
業
費
、
補
助
費
を
縮
減

後
モ
デ
ル
の
長
期
財
政
見
通
し
の
と

お
り
縮
減
す
る
一
方
、
将
来
の
借
入

金
返
済
額
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成

19
年
度
お
よ
び
平
成
20
年
度
に
借
入

金
の
繰
上
げ
償
還
（
返
済
期
限
到
来

前
に
全
額
返
済
す
る
こ
と
）
を
行
う

こ
と
、
ま
た
、
市
の
一
体
感
の
醸
成

を
図
る
事
業
な
ど
へ
の
活
用
を
目
的

と
し
た
雲
仙
市
振
興
基
金
へ
の
積
み

立
て
を
行
う
こ
と
な
ど
を
計
画
し
ま

し
た
。

　

財
政
計
画
作
成
に
用
い
た
縮
減
後

モ
デ
ル
の
長
期
財
政
見
通
し
で
は
、

平
成
19
年
度
以
降
、
当
面
、
収
入
額

が
支
出
額
に
不
足
し
、
財
政
調
整
の

た
め
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
不
足
額

を
補
て
ん
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
が
、

人
件
費
や
物
件
費
の
縮
減
効
果
に
よ

り
、
徐
々
に
財
源
不
足
額
は
小
さ
く

な
り
、
平
成
24
年
度
以
降
は
、
収
入

額
が
支
出
額
を
上
回
る
黒
字
に
転
換

し
、
平
成
27
年
度
ま
で
黒
字
額
が
拡

大
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
普
通
交
付
税
の

合
併
算
定
替
え
が
段
階
的
に
縮
小
さ

れ
る
平
成
28
年
度
以
降
、
毎
年
、
普

通
交
付
税
の
額
が
大
幅
に
減
少
す
る

た
め
、
平
成
29
年
度
に
再
び
財
源
不

足
が
生
じ
、
以
降
、
平
成
33
年
度
ま

で
財
源
不
足
額
が
拡
大
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

平
成
34
年
度
以
降
も
、
収
入
額
の

減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
合
併
算

定
替
え
が
平
成
33
年
度
に
終
了
し
て

い
る
た
め
、
普
通
交
付
税
の
減
少
幅

は
大
幅
に
縮
小
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
方
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、

普
通
建
設
事
業
費
の
縮
減
効
果
に
よ

り
、
借
入
金
の
返
済
額
が
、
収
入
の

減
少
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
減
少
す
る

た
め
、
財
源
不
足
額
は
徐
々
に
小
さ

く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の
間
、

財
源
不
足
を
財
政
調
整
の
た
め
の
基

金
を
取
り
崩
し
て
、
補
て
ん
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
平
成
24
年
度
以
降
、

財
政
に
若
干
の
余
裕
が
見
込
ま
れ
る

時
期
に
、
所
要
額
を
財
政
調
整
の
た

め
の
基
金
に
積
み
立
て
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
中
、
庁

舎
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
継
続
事
業
や
補

助
金
等
を
始
め
と
し
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
歳
出
と
の
調
整
を
行
わ
な
い
限
り
、

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
を
招
く
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
は
、
継
続
事
業

や
補
助
金
等
を
含
め
て
、
ど
の
事
業

を
実
施
す
る
の
か
、「
選
択
と
集
中
」を
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

雲
仙
市
が
合
併
し
て
い
な
か
っ
た

も
の
と
仮
定
し
て
実
施
し
た
旧
7
町

の
財
政
状
況
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
旧
7
町
が
過
去
3
カ
年
（
平
成

14
年
度
〜
平
成
16
年
度
）
の
最
小
決

算
額
と
同
額
の
普
通
建
設
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
、
そ
の
他
の
経
費
は
、

平
成
16
年
度
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
維
持
す
る
も
の
と
し
て
試
算
し

た
場
合
、
7
町
と
も
、
平
成
20
年
度

か
ら
平
成
23
年
度
に
か
け
て
、
順
次
、

財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
る
も
の
と

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

各
町
と
も
、
財
政
再
建
団
体
へ
の
転

落
を
避
け
る
た
め
、
使
用
料
等
の
値

上
げ
や
補
助
金
の
見
直
し
、
普
通
建

設
事
業
の
縮
減
な
ど
を
実
施
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
各
町
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
、
現
在
の
雲
仙
市
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
相
当
下
回
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

中
期
財
政
計
画
の
主
な
内
容

今
後
の
財
政
運
営
の

ポ
イ
ン
ト

合
併
し
て
い
な
か
っ
た
ら

財
政
再
建
団
体
と
は
？

中期財政計画
雲仙市

平成19年度～平成23年度

　民間企業でいえば「倒産状態」。
　自らでは赤字を解消できず、国の
管理下に置かれて赤字の解消を進め
ていく地方自治体のことです。
（注）地方自治体の財政再建制度については、現行の「財政再建団体」

に代わる「財政再生団体」および財政再生段階にいたる前段
階の「財政健全化団体」の2段階の財政健全化制度への改正が
国において検討されています

※「雲仙市中期財政計画」は、市役所財政課
および各総合支所において閲覧できます。
また、市のホームページからダウンロー
ドできます。

〈雲仙市ホームページ〉
http://www.city.unzen.nagasaki.jp

■問い合わせ
　市役所　財政課

� ●広報うんぜん
平成19年４月



申 請 者

吾妻農産加工組合

守山女性加工組合

愛の特選馬鈴薯生産組合

雲仙スターチス部会

八斗木白葱生産部会

瑞穂グリーンティルネッサンス

瑞穂漁業協同組合

エタリの塩辛愛好会

品 目 名

農産加工品（8品目）

農産加工品（3品目）

野菜（馬鈴薯）

花

野菜（白葱）

緑茶

海産物

水産加工品

商 品 名

みそ類・イチゴジャム・柚子こしょう

こぶ高菜漬け・手作りこんにゃく・梅干し

愛の小町（デジマ・フゲンマル・アイユタカ）

スターチス

八斗木白葱

雲仙茶茶園指定極上・雲仙茶特選極上

アサリ貝・牡蠣

エタリの塩辛

連 絡 先

0957-38-6008

0957-38-2641

0957-36-2121（JA島原雲仙　愛野地区営農センター）

0957-36-2121（JA島原雲仙　愛野地区営農センター）

0957-78-3963（JA島原雲仙　国見地区営農センター）

0957-77-2203（長田茶園）

0957-77-3139

090-5029-2126（愛好会事務局　竹下）

決
定
決
定

し
ま
し
た

し
ま
し
た

決
定

し
ま
し
た

雲仙市ブランドロゴマーク雲仙市キャッチフレーズ 雲仙市ブランドロゴマーク雲仙市キャッチフレーズ

四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

信貴　正明さん（新潟県）

山口　則彦さん（神奈川県）

　広報うんぜん2月号で行った「雲仙ブランドロゴマーク」の市民投票に対し、164票の応募があり
ました。この市民投票の結果を参考として、雲仙ブランド認定委員会で協議した結果、一部ロゴを
変更した上で、上記のマークに決定しました。
　今後は「雲仙ブランド」に認定された産物に、このロゴマークを付けて販売するようになります。
【作品の趣旨】
　雲仙市の「う」の文字をモチーフに、緑を育む雲仙普賢岳、青く美しい2つの海などの豊かな自然と、
優良な産物をイメージした生産者、消費者、みんなの笑顔を明るく楽しく描き、親しみやすい雲仙
ブランドのロゴマークとしてデザインしました。

　昨年10月から11月にかけて、雲仙市合併1周年を記念して、雲仙市のイメージにふさわしいキャッ
チフレーズを募集してきました。
　おかげさまで、全国はもとより海外からも応募があり、その総数は、1945点にもなりました。本
当にありがとうございました。
　広報うんぜん2月号で募集しました市民投票には、172票の投票がありました。その結果、上記の
作品が最多得票（36票）を獲得し、最優秀作品に決定しました。
　なお、そのほかの優秀作品につきましては、以下のとおりです。　

【今後の活用方法】
　広報紙や事務封筒などの印刷物に使用するほか、このキャッチフレーズを使用し、雲仙
市を広くPRします。

【表彰】
　選ばれた上記の6人には、賞状および賞品を贈呈します。
　今回特別に副賞として、雲仙旅館ホテル組合様および小浜温泉旅館組合様のご厚意によ
り、宿泊優待券が贈呈されます。

※個人情報についての取り扱い
　今回応募いただいた人の個人情報は、上記6人を除き、平成19年3月31日限りで全て削除
します。

●雲仙ブランド認定について●
　雲仙市内で生産・製造・加工・水揚げされる優良な農畜水産物について、雲仙ブランドとして認定し、
有利販売に繋げ、知名度向上ならびに所得の向上を図るために募集していました雲仙ブランドについて、
以下の商品を第１回目の認定商品としました。
　市民の皆さまも、ぜひ認定商品を購入してください。

（注）雲仙ブランドに認定した商品であっても、申請者の考えによりロゴマークを貼付しない場合があります。

○優秀作品（順不同）
　「海・山・湯けむり　たっぷり自然の雲仙市」 宮沢　　弘さん
　「あふれる自然　きらめく雲仙」 木幡　恭一さん
　「光る海　かがやく大地の　雲仙市」 北谷　未緒さん
　「夢・みらい　あふれる　ひろがる　雲仙市」 熊谷　幸平さん
　「人の輪と　自然が創る　雲仙市」 加藤　久美さん

■問い合わせ　農林水産課　物産振興班■問い合わせ　秘書広報課　広報班

●広報うんぜん
平成19年４月�
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スポーツSPORTS

　2月3、4、11日の3日間で行われた第29回県中学校バス
ケットボール競技新人大会において、小浜中学校男子バ
スケットボール部が優勝しました。大会では、各チーム
の力が均衡する中、相次ぐ接戦を制し、見事2連覇を達成
しました。
　また、3月10、11日に福岡市で行われた九州大会でも、
2年連続のベスト4進出を果たし、準決勝では、優勝した
姪浜中（福岡）に惜しくも敗れはしましたが、2年連続3
位入賞という成績を残しました。
　大会後、「粘り強く守り、果敢に攻める、小浜中のスピー
ドバスケットを大舞台で発揮することができました。今
後も努力を重ね，夏の中体連全国大会出場を目指します。
応援よろしくお願いします」と語ってくれました。

県中学校バスケットボール競技新人大会

↑小浜中学校男子バスケットボール部のみなさん

↑国見中学校サッカー部のみなさん

↑南串中学校男子バレーボール部のみなさん

小浜中男子　２連覇達成！

　2月10～12日の3日間で行われた県中学校サッカー競技
新人大会において、国見中学校サッカー部が優勝しました。
　決勝戦は、2対2の同点のまま延長戦でも決着がつかず、
PK戦に突入。5対4という接戦を制し、見事5年ぶりの優
勝を勝ち取りました。同部は3月27日から島原市で行われ
る九州大会に県代表として出場します。
　主将の山﨑くんは、「初戦から満足するようなプレーが
できず、決勝まで苦しい試合が続いたけど、5年ぶりに優
勝できてとても嬉しかったです。九州大会では、長崎県
の代表として恥じないプレーをし、優勝できるように頑
張りたいと思います」と語ってくれました。

県中学校サッカー競技新人大会
国見中　５年ぶりの優勝

　2月10、11日の2日間で行われた県中学校総合体育大会新
人大会バレーボール競技において、南串中学校男子バレー
ボール部が準優勝しました。
　同部は、決勝戦で惜しくも敗れたものの、3月27日から大
分市で行われる「アシックスカップ第24回九州中学校バレー
ボール選抜優勝大会」への出場することになりました。
　「九州大会では、ベスト8以上を目指し、長崎県を代表し
て精一杯がんばってきます」と抱負を語りました。

県中総体新人大会バレーボール競技
南串中男子　九州大会出場へ

　県スポーツ表彰と県スポーツ教育長顕彰の表彰式が2月14日、長崎市内で行われました。雲仙市関係では、8人が
表彰を受けられました。受賞者は次のとおりです。（敬称略）

雲仙市関係で８人が受賞
県スポーツ表彰、県スポーツ教育長顕彰

山下さん

岩永さん
関さん

貝原さん

竹下さん

冨永さん

佐藤さん長崎県
体育協会
本村理事

増永さん

▶ 長崎県スポーツ特別賞
［ボウリング］
山下　知且（小浜町出身、シービック）

▶ 長崎県スポーツ賞
［レスリング］
岩永　竜太（吾妻町、島原高３年）

《スポーツ表彰》
▶ 長崎県スポーツ奨励顕彰
［陸上競技］
関　愛里咲（小浜町、小浜中２年）
貝原　幸三（小浜町）

▶ 長崎県スポーツ功労顕彰
［生涯スポーツ］
竹下　靖憲 （吾妻町、雲仙市体育指導委員、雲仙市
 ソフトボール協会副会長）
冨永　　洋 （南串山町、雲仙市バレーボール協会
 副会長、雲仙市ソフトバレーボール
 連盟副会長）
佐藤　義隆 （千々石町、雲仙市柔道協会常任理事、
 雲仙市ソフトボール協会理事長）
［部活動］
増永喜久次 （小浜町、小浜高柔道部監督）

《教育長顕彰》
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　県スポーツ表彰と県スポーツ教育長顕彰の表彰式が2月14日、長崎市内で行われました。雲仙市関係では、8人が
表彰を受けられました。受賞者は次のとおりです。（敬称略）
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山下さん

岩永さん
関さん
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山下　知且（小浜町出身、シービック）

▶ 長崎県スポーツ賞
［レスリング］
岩永　竜太（吾妻町、島原高３年）

《スポーツ表彰》
▶ 長崎県スポーツ奨励顕彰
［陸上競技］
関　愛里咲（小浜町、小浜中２年）
貝原　幸三（小浜町）

▶ 長崎県スポーツ功労顕彰
［生涯スポーツ］
竹下　靖憲 （吾妻町、雲仙市体育指導委員、雲仙市
 ソフトボール協会副会長）
冨永　　洋 （南串山町、雲仙市バレーボール協会
 副会長、雲仙市ソフトバレーボール
 連盟副会長）
佐藤　義隆 （千々石町、雲仙市柔道協会常任理事、
 雲仙市ソフトボール協会理事長）
［部活動］
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若
者
ら
し
く
元
気
な
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

市
長　

今
日
の
テ
ー
マ
は
『
雲
仙
市
の
地
域
づ
く

り
地
域
お
こ
し
を
考
え
る
』
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

町
で
い
ろ
ん
な
思
い
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ん
方
を
対
象
に
、
ど
う
し
た
ら
雲
仙
市
が
楽
し
い

ま
ち
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
田　

国
見
の
活
性
化
を
目
的
に
、
若
者
が
中
心

と
な
り
「
く
に
み
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
国
見
町
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
全
市

民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
は
難
し
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
若
者
ら
し
く
、
元
気
な
力
を
思
い
っ
き
り
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
田　

観
光
支
援
で
何
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
来
ま
し
た
。
今

後
、
鍋
島
邸
で
は
緋
寒
桜
シ
ー
ズ
ン
の
ほ
か
、
春

の
潮
干
狩
り
、
イ
チ
ゴ
狩
り
シ
ー
ズ
ン
の
歴
史
的

な
町
並
み
も
て
な
し
事
業
な
ど
、
季
節
ご
と
の
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岩
永
（
由
）　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
心
掛
け
、

風
力
と
太
陽
光
の
自
家
発
電
や
雨
水
を
炭
で
浄
化

し
生
活
用
水
に
使
え
る
装
置
、
生
ゴ
ミ
と
排
泄
物

か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
な
ど
、
10
年
前

か
ら
半
自
給
自
足
を
目
指
し
た
生
活
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

雲
仙
市
に
は
日
本
で
最
初
の
国
立
公
園
が
あ
り

雲
仙
温
泉
な
ど
知
名
度
も
他
の
市
町
村
と
比
べ
た

ら
高
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
や
地
域
お
こ

し
を
考
え
る
う
え
で
、
農
林
水
産
業
と
温
泉
を
組

み
合
わ
せ
た
体
験
型
観
光
や
国
立
公
園
を
利
用
し

た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
団
塊
世
代
の
方
々
が
大
量
退
職

さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
、
田
舎
で
農
業
な
ど
を
や
り

な
が
ら
余
生
を
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
い
と
い
う
意

見
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
受
け
皿
と
し
て
、
温

泉
や
環
境
に
恵
ま
れ
た
雲
仙
市
は
格
好
の
す
み
家

に
な
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

埋
も
れ
て
い
る
観
光
資
源
を
ど
う
活
か
す
か

松
本　

特
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
特
産
品
祭
り
、

モ
ー
モ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
生
産
者
と
消
費
者
が
直
接
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
生
産
者
の
思
い
を
消
費
者
に
伝
え
、

消
費
者
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
で
、
地
元
の
農
産

物
や
海
産
物
、
加
工
品
な
ど
の
情
報
発
信
が
で
き

た
こ
と
が
誇
り
で
す
。

秋
山　

地
元
や
各
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
和

太
鼓
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
永
（
好
）　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
地
域
資

源
の
活
用
を
主
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

林
田　

き
の
こ
の
も
ぎ
取
り
、
き
の
こ
の
菌
入
れ

な
ど
の
体
験
も
で
き
、
来
店
さ
れ
る
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
仕
事
と
し
て
、

活
動
的
な
�0
歳
を
目
指
し
毎
日
運
動
を
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
っ
た
健
康

体
操
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

里
見　

千
々
石
町
を
日
本
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
楽
し
み
な
が
ら
大
門
松
を
作
り
ま
し
た
が
、

後
継
者
を
つ
く
る
の
を
忘
れ
、今
か
ら
先
、あ
と

何
年
自
分
た
ち
の
手
で
大
門
松
を
作
れ
る
か
と
心

配
で
す
。

山
下　

小
浜
や
雲
仙
だ
け
で
な
く
、
雲
仙
市
全
体

で
観
光
に
つ
い
て
考
え
、
新
し
い
観
光
振
興
が
で

き
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

本
多
（
一
）　

千
々
石
に
は
、
郷
土
史
的
に
観
る
と

豊
か
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
だ
多
く

の
人
が
そ
れ
に
気
付
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

井
上　

団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行
に
形
態
が
変
わ

り
、
ホ
テ
ル
、
旅
館
業
も
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
市
内
に
埋
も
れ
て
い
る
観
光
資
源
を
活

か
し
、旅
行
客
を
ど
う
ご
案
内
で
き
る
か
、ま
た
地

元
の
食
材
を
取
り
入
れ
、ど
の
よ
う
な
お
も
て
な

し
が
で
き
る
か
を
課
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

本
多
（
勝
）　

自
分
た
ち
も
だ
が
、
雲
仙
を
愛
す

る
人
を
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
雲
仙
の
自
然

を
保
全
し
て
い
く
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
私
も
「
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
�
％
」
に

登
録
を
し
て
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
活
動
を
考
え

た
い
で
す
。

品
川　

雲
仙
国
立
公
園
の
自
然
を
活
か
し
た
地
域

お
こ
し
を
地
元
に
根
付
か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菅　

普
賢
岳
噴
火
に
よ
り
、
雲
仙
に
は
マ
グ
マ
や

断
層
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
発
信
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
南
串
は
夕
陽
が
き
れ
い
な
所
で
す
。

雲
仙
市
に
も
立
派
な
観
光
コ
ー
ス
、
修
学
旅
行

コ
ー
ス
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

竹
下　

秋
に
獲
れ
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
は
油
が
あ

る
の
で
煮
干
に
な
ら
な
い
ん
で
す
。
昔
か
ら
そ
れ

　

雲
仙
市
は
、
国
立
公
園
や
雲
仙
温
泉
、
小

浜
温
泉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら

日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
そ
の
名
を

馳
せ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
、
観

光
客
数
の
落
ち
込
み
で
、
新
た
な
活
性
化
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、市
内
の
地
域
ご
と
に
古
く
か
ら

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
や
祭

り
、地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

地
域
資
源
を
産
業
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い

る
人
た
ち
、
大
切
に
受
け
継
い
で
お
ら
れ
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
な

ど
の
地
域
資
源
を
既
存
の
観
光
資
源
と
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
雲
仙
市
の
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
観
光
振
興
に
つ
な
げ

ら
れ
な
い
か
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

市
長
が
動
く
。

　

ま
ち
が
変
わ
る
。

　
　

み
ん
な
で
変
え
る
。

「雲仙市の地域づくり、
地域おこしを考える」

第12回移動市長室意見交換会

▲長田誠さん▲内田正洋さん

▲秋山忠臣さん

▲山下直喜さん▲本多勝雄さん
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を
漬
け
て
冬
場
の
保
存
食
に
し
て
食
べ
て
い
た
の

が
エ
タ
リ
の
塩
辛
で
す
。
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
で

は
、
国
内
�
品
目
の
中
の
一
つ
と
し
て
エ
タ
リ
の

塩
辛
を
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
エ
タ
リ
の
塩
辛
を
全

国
に
普
及
さ
せ
、
雲
仙
市
の
漁
業
を
も
っ
と
元
気

に
し
た
い
。
ま
た
、
温
泉
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
も
エ

タ
リ
の
塩
辛
を
料
理
の
一
品
と
し
て
出
し
て
い
た

だ
き
、
P
R
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
そ
れ
を
目

当
て
に
旅
行
客
が
増
え
、
煮
干
や
橘
湾
の
魚
の
販

売
促
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子
助
役　

こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
も
の
、
お
い
し

い
も
の
、
い
い
所
が
あ
り
、
人
が
優
し
い
所
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
雲
仙
市
の
為
に
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

雲
仙
市
に
は
特
徴
が
あ
る
所
、
人
を
呼
び

込
め
る
所
が
い
く
つ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
元
々

こ
の
雲
仙
市
に
は
有
明
海
と
橘
湾
の
二
つ
の
海
が

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
物
が
あ
り
ま
す
。
大
門

松
は
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
そ
れ
で
千
々

石
の
橘
神
社
を
全
県
下
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。
面

白
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で

や
っ
て
い
る
こ
と
が
毎
年
の
負
担
に
な
っ
て
く
る

と
い
う
の
は
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
雲
仙
市
は
一
つ
だ
け
の
個
性
を

創
る
必
要
も
な
い
し
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ

ん
な
こ
と
を
い
ろ
ん
な
形
で
味
わ
え
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
は
そ
う
い
う
何
も
な
い

地
区
を
名
物
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
い
ろ
ん
な
特
徴
が
あ
っ
て
雲
仙
市
と
い
う
一
つ

の
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

事
務
局　

今
ま
で
の
活
動
に
加
え
て
新
た
な
活
動

の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
、
興
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

山
下　

小
浜
、
雲
仙
と
も
平
日
を
ど
う
や
っ
て
集

客
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
、
九
州
や
全
国

大
会
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
誘
致
し
て
観
光
客

誘
客
を
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

井
上　

サ
ッ
カ
ー
の
国
見
、
夕
陽
を
見
な
が
ら
走

れ
る
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
が
あ
る
小
浜
温
泉
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
も
っ
と
観
光
客
を
呼
ん
で
は
。
筋

肉
疲
労
も
と
れ
る
し
、
安
く
泊
ま
れ
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
な
ど
で
盛
り
上
げ
て
い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
大
賛

成
で
す
。
そ
れ
と
食
材
が
豊
富
で
人
気
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
、
そ
う
い
っ
た
観
光
資
源
を
ど
う

P
R
し
て
い
く
か
。
雲
仙
市
の
農
産
物
、
海
産
物

を
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
普
及
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
長　

小
浜
の
太
鼓
祭
り
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
非

常
に
良
く
感
動
し
ま
し
た
。
吾
魂
と
い
う
の
は
吾

妻
の
太
鼓
だ
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん
な
太
鼓
が
雲
仙

市
に
は
あ
る
の
で
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う
な
機
会
を
ど
ん
ど
ん
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

秋
山　

い
つ
で
も
太
鼓
講
習
会
な
ど
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
叩
く
機
会
を
探
し
て

い
ま
す
。

菅　

観
光
誘
客
対
策
と
し
て
、
小
浜
花
火
師
大
会

な
ど
を
開
催
し
、
人
を
寄
せ
る
こ
と
ば
か
り
考
え

て
い
て
、
帰
省
の
道
路
状
況
な
ど
考
え
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長　

確
か
に
道
路
な
ど
の
問
題
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
が
、
観
光
は
、
資
本
を
投
資
し
な
く
て
も
、

手
っ
取
り
早
く
あ
る
程
度
利
益
や
利
潤
を
生
み
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雲
仙
市
に
は
国
立
公
園
が

あ
り
、
観
光
を
一
つ
の
基
本
産
業
と
し
て
い
ま
す
。

岩
永
（
由
）　

食
も
農
業
も
文
化
も
同
時
進
行
だ

と
思
い
ま
す
。
田
舎
に
い
て
、
自
然
に
恵
ま
れ
、

人
間
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
文
化

で
は
人
間
の
つ
な
が
り
が
必
要
で
す
。

竹
下　

田
舎
は
何
に
も
な
い
と
思
っ
て
生
活
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
実
際
、
魚
、
野
菜
な
ど
食
べ
物

は
本
当
に
お
い
し
い
し
、
遠
出
し
な
く
て
も
浜
に

行
け
ば
磯
遊
び
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
観

光
と
い
う
の
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
所
の
宝
を
探

し
て
、
そ
れ
を
示
す
こ
と
。
自
分
が
気
付
か
な

か
っ
た
も
の
を
周
り
の
人
に
見
せ
る
こ
と
。
体
験

と
い
う
地
域
に
残
っ
て
い
る
伝
統
を
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
積
極
的
に
伝
え
、
発
信
し
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
観
光
資
源
を
線
で
結
ぶ
こ
と
も
必
要

市
長　

大
門
松
も
同
じ
で
す
け
ど
、
人
が
常
に

ず
っ
と
そ
こ
に
参
加
し
て
く
れ
る
と
い
い
ん
で
す

が
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
に
世
代
が
変
わ
っ
て
く
る
の

で
難
し
い
で
す
ね
。

本
多
（
勝
）　

市
職
員
が
す
ご
く
一
生
懸
命
で
、

本
当
に
公
平
な
立
場
で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
お
陰
で
、
随
分
み
ん
な
の
視
点
が
変

わ
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
今
後
、
何
を
す

れ
ば
い
い
の
か
な
と
考
え
た
と
き
に
、
い
ろ
ん
な

交
流
を
し
な
が
ら
、
本
当
に
純
粋
に
雲
仙
が
好
き

な
人
間
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
。
�0
年
後
に
は
、

も
う
一
度
、
雲
仙
が
日
本
中
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

里
見　

こ
の
大
門
松
を
や
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
、

年
末
か
ら
年
始
�
日
間
で
橘
神
社
に
10
万
人
を
超

え
る
人
が
訪
れ
る
。
雲
仙
市
の
観
光
振
興
に
対
し

て
ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い

が
、
そ
れ
だ
け
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
の
に
、

た
だ
黙
っ
て
見
逃
す
手
は
な
い
と
思
う
。
商
売
人

は
何
で
黙
っ
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
雲
仙
や
小
浜
温

泉
に
泊
ま
る
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
組
ま
な
い
の
か
と

毎
年
感
じ
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

意見交換会参加者（敬称略）
長田　　誠（「くにみの日」実行委員会）
内田　正洋（神代鍋島塾）
岩永　由紀（染色「やまぼうし工房」）
松本　康平（瑞穂青年農業者連絡協議会）
秋山　忠臣（吾妻和太鼓保存会「吾魂」）
岩永　好博（ワークショップあづま）
林田富久子（雲仙きのこ本舗「雲か山か」）
里見　廣海（大門松実行委員会）
山下　直喜（千々石観光センター）
本多　一義（千々石史談会）
井上　　剛（小浜温泉観光協会）
本多　勝雄（雲仙青年観光会）
品川千代美（雲仙やまぼうし）
菅　　典義（バイオリニスト　医師）
竹下　敦子（エタリの塩辛愛好会）

▲金子助役 ▲竹下敦子さん

▲井上剛さん

▲管典義さん▲岩永由紀さん

▲里見廣海さん

交
流
し
な
が
ら
雲
仙
市
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

11 ●広報うんぜん
平成19年４月



市
長　

今
ま
で
の
宿
泊
観
光
地
と
い
う
の
は
、
観

光
客
を
喜
ば
せ
る
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
の
で
、
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
た
。
し
か
し
、
今
は
、
何
か

足
り
な
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
大
門
松
な
ど

と
の
連
携
を
考
え
て
は
。
雲
仙
市
に
あ
る
い
ろ
ん

な
観
光
資
源
を
線
で
結
ぶ
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で

は
、
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
着
地
型
の
イ
ベ

ン
ト
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
れ
を
ど
う
滞
在
型

に
結
び
つ
け
て
い
く
か
、
今
、
一
番
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
を
日
替
わ
り
開
催
し
て
誘
客
に
つ
な
げ
て
は

本
多
（
一
）　

長
崎
の
教
会
と
キ
リ
ス
ト
教
の
世

界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
登
録
の
こ
と
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
雲
仙
地
獄
は
何
で
リ
ス
ト
に
な
い

の
か
な
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
雲
仙
は
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
の
殉
教
地
で
あ
り
、
ま
た
殉
教
者
墓
地
と

し
て
も
有
名
な
ん
で
す
。

岩
永
（
好
）　

吾
妻
に
も
遺
跡
や
古
墳
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
貴
重
な
宝
物
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
い

ま
す
。
考
古
学
上
も
、
す
ご
く
価
値
が
あ
る
と
こ

ろ
で
、
市
の
活
性
化
や
観
光
振
興
に
活
か
し
て
ほ

し
い
で
す
。

品
川　

市
内
で
も
各
地
域
の
産
業
祭
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
同
じ
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
日
替

わ
り
開
催
し
て
、
観
光
客
が
楽
し
め
る
よ
う
に
工

夫
し
て
は
。
ま
た
、
観
光
客
向
け
に
早
く
か
ら
開

催
期
日
と
場
所
を
宣
伝
し
て
、
誘
客
に
繋
げ
る
こ

と
も
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
長　

い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
た
だ
ア
イ
デ
ア
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
か
。

実
現
す
る
為
に
は
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
話
を

進
め
て
い
く
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
提
起
が
な

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
行
す
る
人
た
ち
の
気

持
ち
に
な
っ
て
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

松
本　

瑞
穂
で
は
特
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
、
行
政
主
導
で
毎
年
続
け
て
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
自
分
達
で
事
務
か
ら
何

で
も
や
っ
て
い
こ
う
と
な
り
つ
つ
あ
る
ん
で
す
。

雲
仙
市
は
広
い
の
で
、
一
年
中
い
ろ
ん
な
農
産
物

が
あ
る
と
思
う
の
で
特
産
品
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

年
間
を
通
し
て
、
定
期
的
に
開
催
し
、
観
光
客
の

皆
さ
ん
に
新
鮮
で
お
い
し
い
特
産
物
を
買
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
足
で
温
泉
に
入
っ
て
帰
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
よ
う
な
感
じ
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
農
産
物
や
海
産
物
の
収
穫

体
験
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
、
観
光
客
の
誘
客
に
つ
な

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

事
務
局　

雲
仙
塾
と
い
う
雲
仙
市
の
将
来
を
担
っ

て
く
れ
る
人
材
育
成
塾
、
雲
仙
市
の
未
来
を
語
る

会
を
つ
く
ろ
う
と
、
た
だ
い
ま
、
塾
生
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
入
塾
さ
れ
て
は
い
か
が

で
す
か
。

市
長　

将
来
的
に
は
市
長
と
か
い
ら
な
い
と
思
う

の
で
す
。
皆
さ
ん
が
今
住
ん
で
お
ら
れ
る
所
を
皆

さ
ん
で
ど
う
具
体
化
し
て
い
く
か
。
ま
ず
は
人
材

を
育
て
て
い
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
意
見
を
交
換
す
る
場
所
も
必
要
で
す
。
そ
の

為
に
も
、
雲
仙
塾
は
一
つ
の
よ
い
ケ
ー
ス
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
意
見
を
出
し
合
っ
て
、

市
と
話
を
し
て
、
そ
れ
が
法
に
な
じ
む
か
ど
う
か

だ
け
を
調
整
し
て
い
け
ば
、
将
来
的
に
は
み
ん
な

の
共
和
国
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
と
思

う
の
で
す
。

林
田　

雲
仙
市
に
な
っ
た
の
で
雲
仙
市
音
頭
な
ど

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
踊
れ
る
よ
う
な
踊
り

を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
み
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
り
ま
す
。

金
子
助
役　

私
は
外
か
ら
来
た
人
間
と
し
て
言
わ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
所
は

他
に
な
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
点
と
点
だ
っ
た

も
の
を
結
び
付
け
て
線
に
し
て
、
雲
仙
市
を
よ
り

良
く
し
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
最
終

的
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
皆
様
が
主
人
公
に

な
る
為
に
、
市
役
所
と
い
う
の
は
皆
様
を
支
え
る

立
場
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
利
用
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

市
長　

い
ろ
ん
な
形
で
面
白
い
と
思
っ
た
こ
と
を

ま
ず
実
行
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
周
り
の
人
は
そ
の

人
が
す
る
こ
と
を
見
守
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
そ

う
し
な
け
れ
ば
、
外
か
ら
入
っ
て
来
ら
れ
る
人
た

ち
は
ど
う
し
て
も
地
域
に
は
な
じ
み
に
く
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
期
待
し
て
育
て
て
や
ろ

う
と
い
う
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
面
白
い
町

に
な
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
遅
く
ま
で
今
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第12回移動市長室意見交換会「雲仙市の地域づくり、地域おこしを考える」第12回移動市長室意見交換会「雲仙市の地域づくり、地域おこしを考える」

移動市長室のお知らせ

○移動市長室とは・・・
　市民参加による協働のまちづくりを進めてい
くために、市長が皆さんの声を広く聞き、魅力
ある雲仙市の市政運営の参考とするものです。

○開催方法
　雲仙市内の各地域別に開催し、各地域の日ご
ろ市長と直接話す機会の少ない方々の中から、
男女別、年代別に幅広くご参加いただき、地域
の問題点や市政に対する提案などについて、意
見交換します。

■問い合わせ
企画課　地域振興班
☎０９５７（３８）３１１１
ファックス ０９５７（３８）３５１４
電子メール kikaku@city.unzen.nagasaki.jp

▲岩永好博さん ▲本多一義さん

▲松本康平さん ▲品川千代美さん

▲林田富久子さん

▲奥村市長

●広報うんぜん
平成19年４月12



雲仙市市民提案事業募集

①
事
業
の
提
案
が
で
き
る
の
は
、

市
内
に
事
務
所
お
よ
び
活
動
場

所
を
有
す
る
団
体
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
民
活
動

団
体
、
N
P
O
、
公
益
法
人
、

自
治
会
、
事
業
所
な
ど
）
で
あ

る
こ
と

②
提
案
時
に
お
い
て
、
本
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
お
よ
び
本
市

内
に
勤
務
す
る
人
が
�
人
以
上

参
加
し
て
い
て
、
そ
の
人
た
ち

が
構
成
員
総
数
の
過
半
数
以
上

を
占
め
る
団
体
で
あ
る
こ
と

　

以
上
の
�
つ
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

提
案
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

提
案
団
体
が
自
ら
実
施
す
る
公
益

的
な
事
業
で
、
次
の
よ
う
な
事
業

と
し
ま
す
。

①
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
の
解

決
が
図
ら
れ
る
事
業

②
市
の
一
体
感
や
市
民
の
連
帯
感

の
醸
成
が
図
ら
れ
る
事
業

③
先
駆
性
等
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が

認
め
ら
れ
る
事
業

④
市
民
満
足
度
が
高
ま
り
、
具
体

的
な
効
果
や
成
果
が
期
待
で
き

る
事
業

※
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
事
業
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
地
区
住
民
の
交
流
行
事
な
ど
親

睦
会
的
な
イ
ベ
ン
ト

・
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
、
又

は
、
特
定
の
個
人
や
団
体
の
み

が
利
益
を
受
け
る
事
業

・
事
業
実
施
を
伴
わ
な
い
調
査
や

研
究
事
業

・
政
治
、
宗
教
、
選
挙
活
動

・
施
設
等
の
建
設
及
び
整
備
を
目

的
と
す
る
も
の　

な
ど

　

事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
か

ら
、
事
業
収
入
（
売
上
金
、
協
賛

金
、
寄
付
金
な
ど
）、
審
査
委
員

会
に
よ
り
適
切
で
な
い
と
認
め
ら

れ
た
経
費
を
差
し
引
い
た
経
費
と

な
り
ま
す
。

　

補
助
率
は
、
補
助
の
対
象
と
な

る
経
費
の
1
0
0
％
以
内
と
し
、

補
助
金
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
切
り
捨

て
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

平
成
1�
年
�
月
か
ら
平
成
�0
年

�
月
�1
日
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

を
原
則
と
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、

書
類
に
よ
る
事
前
審
査
と
審
査
委

員
会
に
よ
る
本
審
査
を
実
施
し
、

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
事
業
を
予
算
の
範
囲
内
で

採
択
し
ま
す
。

　

事
業
提
案
書
に
次
に
掲
げ
る
書

類
を
添
付
し
、
期
日
ま
で
に
応
募

先
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

一
、
事
業
計
画
書

二
、
事
業
収
支
予
算
書

三
、
団
体
概
要
書

四
、
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め

る
書
類

※
応
募
様
式
は
、
市
役
所
企
画
課

又
は
各
総
合
支
所
管
理
課
窓
口

に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp://w

w
w
.city.unzen.

nagasaki.jp/

）
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
書
類
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
、

控
え
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

※
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
す
べ

て
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

平
成
1�
年
�
月
�
日
（
月
）

〜
�
月
��
日
（
金
）

※
持
参
の
場
合
は
、
当
日
の
午
後

�
時
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
必

着
と
し
ま
す
。

〒
8
5
9
―
1
1
0
7

雲
仙
市
吾
妻
町
牛
口
名
7
1
4

市
役
所
企
画
課　

企
画
政
策
班

■
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所　

企
画
課

　市では、市民の皆さまにより、企画・提案から実施までを自主的かつ主体的に行う事業
を募集いたします。応募された提案事業については、市民による審査を経て、採択が決定
された事業に対し、市民の皆さまから納めていただく個人市民税の1％の額の範囲内で、
補助金を交付します。
　魅力ある雲仙市づくりのため、市民の皆さまの積極的なご提案をお待ちしています。

応
募
資
格

対
象
事
業

補
助
金
の
交
付
額

補
助
金
の
対
象
と
な
る
経
費

事
業
の
実
施
期
間

応
募
書
類
の
募
集
期
間

事
業
の
採
択
お
よ
び
成
果
の

報
告

応
募
方
法

応
募
書
類
の
提
出
先

13 ●広報うんぜん
平成19年４月



平成19年度
個別健診・人間ドック・脳ドックの申し込みについて

平成19年度
個別健診・人間ドック・脳ドックの申し込みについて

　広報うんぜん3月号でお知らせしましたとおり、今月号では個別健診と人間ドックの申し込みについて案内し
ます。
　平成19年度は、集団健診・人間ドックに加え、住民の皆さまが都合の良いときに医療機関で健診を受けてもら
えるように、個別健診として基本健診・総合健診・婦人検診（子宮がん・乳がん検診）を実施します。
　受診を希望する人は、下記の説明をよく読み、申込書を必ず提出してください。
◎今回申込書の提出がない場合は、受けられなくなりますのでご注意ください。
◎住民健診（集団・個別）と人間ドック、脳ドックとの重複受診はできません。

J対象者
　40歳以上の雲仙市民（年齢は、平成20年3月31日現在の年齢）
　ただし、子宮がん検診は20歳以上の女性が対象です。
※市が実施する集団健診、人間ドック、脳ドックに申し込んでいない人。
※勤務先の職場検診や人間ドックを受診予定の人は、ご遠慮ください。
※現在治療中の人は、主治医に相談してから申し込んでください。

J検診料金
上記の表に記載
※70歳以上の人と生活保護世帯の人は、無料となります。ただし、基本健診については、市民税非課税世帯の
人も無料となります。

◎生活保護世帯、非課税世帯の人は事前に手続きが必要ですので、申込み時に窓口にてお申し出ください。

J受診できる期間　平成19年6月から12月まで

J受診日
　受診決定通知が届いたあと、ご自分で健診予定の医療機関に直接連絡し、予約を取っていただきます。

J申し込み方法
　18ページの『平成19年度　個別健診申込書』に必要事項を記入し、市役所健康づくり課、福祉事務所福祉課、
各総合支所市民生活課、雲仙出張所まで提出してください。
提出期限　4月20日（金）
※電話での申し込みはできません。

J申込書記入例
　住所・自治会名・世帯主名・電話番号を記入の上、申込み者の氏名・生年月日・年齢等を記入し、希望のコー
スに○印と希望する医療機関名を必ず記入してください。

個別健診

個別健診　実施医療機関一覧

J健診内容

〈記入例1〉…40歳男性（国保）で、○○医院の基本健診コースを希望する場合

〈記入例2〉…50歳女性（社保）で、◎◎医院の総合健診Aコースと□□医院の子宮がん検診を希望する場合

※基本健診の内容は、集団健診と同じです。広報うんぜん3月号を参照ください。

所在地

国見町

瑞穂町

吾妻町

愛野町

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

健 診 内 容
指定医療機関

医療機関名
本田医院
松尾胃腸科外科医院
梅津医院
佐藤医院
松本内科医院
前田内科胃腸科医院
よこた医院
永吉医院
安藤病院
松本医院
愛野診療所
愛野記念病院

※健診結果が出るまでの期間は医療機関や健診内容によって違いがあります。
※雲仙市の健診は、社団法人南高医師会に委託しております。

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

C
コ
ー
ス

B
コ
ー
ス

A
コ
ー
ス

基
本
健
診 所在地

千々石町

小浜町

南串山町

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

健 診 内 容
指定医療機関

医療機関名
天野医院
くさの循環器内科
菅医院
馬場医院
松島外科
副島内科クリニック
ひらゆ医院
木戸医院
公立新小浜病院
京泊馬場医院

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

C
コ
ー
ス

B
コ
ー
ス

A
コ
ー
ス

基
本
健
診

総合健診総合健診

健康管理のため、年に一度は
健診を受けましょう!!

800円
2,300円
4,000円
4,200円
300円
500円●

●

●
●

●

●

●
●
●

●
●
●

●
●
●
●

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

個人負担金
基本健診

健診コース

胃がん
検診

胸部
レントゲン

大腸がん
検診

腹部エコー
検査

子宮がん
検診

乳がん
検診

総
合
健
診
婦
人
検
診

※保険の種類を○で囲み、その他の人は
　（　　）の中に記入してください。

※下記の【個別健診実施医療機関一覧】の中からお選びください。

40歳以上の人 20歳以上
の女性

40歳以上
の女性

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1

総
合

婦
人

○

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳4042　4　1

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

雲 仙 　 太 郎
氏名

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1

総
合

婦
人

○

○

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳5032　5　1

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

雲 仙 　 花 子
氏名

（基本健診または総合健診）

（婦人検診）

（基本健診または総合健診）

（婦人検診）

◎ ◎ 医 院

○ ○ 医 院

□ □ 医 院

●広報うんぜん
平成19年４月14



平成19年度
個別健診・人間ドック・脳ドックの申し込みについて

平成19年度
個別健診・人間ドック・脳ドックの申し込みについて

　広報うんぜん3月号でお知らせしましたとおり、今月号では個別健診と人間ドックの申し込みについて案内し
ます。
　平成19年度は、集団健診・人間ドックに加え、住民の皆さまが都合の良いときに医療機関で健診を受けてもら
えるように、個別健診として基本健診・総合健診・婦人検診（子宮がん・乳がん検診）を実施します。
　受診を希望する人は、下記の説明をよく読み、申込書を必ず提出してください。
◎今回申込書の提出がない場合は、受けられなくなりますのでご注意ください。
◎住民健診（集団・個別）と人間ドック、脳ドックとの重複受診はできません。

J対象者
　40歳以上の雲仙市民（年齢は、平成20年3月31日現在の年齢）
　ただし、子宮がん検診は20歳以上の女性が対象です。
※市が実施する集団健診、人間ドック、脳ドックに申し込んでいない人。
※勤務先の職場検診や人間ドックを受診予定の人は、ご遠慮ください。
※現在治療中の人は、主治医に相談してから申し込んでください。

J検診料金
上記の表に記載
※70歳以上の人と生活保護世帯の人は、無料となります。ただし、基本健診については、市民税非課税世帯の
人も無料となります。
◎生活保護世帯、非課税世帯の人は事前に手続きが必要ですので、申込み時に窓口にてお申し出ください。

J受診できる期間　平成19年6月から12月まで

J受診日
　受診決定通知が届いたあと、ご自分で健診予定の医療機関に直接連絡し、予約を取っていただきます。

J申し込み方法
　18ページの『平成19年度　個別健診申込書』に必要事項を記入し、市役所健康づくり課、福祉事務所福祉課、
各総合支所市民生活課、雲仙出張所まで提出してください。
提出期限　4月20日（金）
※電話での申し込みはできません。

J申込書記入例
　住所・自治会名・世帯主名・電話番号を記入の上、申込み者の氏名・生年月日・年齢等を記入し、希望のコー
スに○印と希望する医療機関名を必ず記入してください。

個別健診

個別健診　実施医療機関一覧

J健診内容

〈記入例1〉…40歳男性（国保）で、○○医院の基本健診コースを希望する場合

〈記入例2〉…50歳女性（社保）で、◎◎医院の総合健診Aコースと□□医院の子宮がん検診を希望する場合

※基本健診の内容は、集団健診と同じです。広報うんぜん3月号を参照ください。

所在地

国見町

瑞穂町

吾妻町

愛野町

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

健 診 内 容
指定医療機関

医療機関名
本田医院
松尾胃腸科外科医院
梅津医院
佐藤医院
松本内科医院
前田内科胃腸科医院
よこた医院
永吉医院
安藤病院
松本医院
愛野診療所
愛野記念病院

※健診結果が出るまでの期間は医療機関や健診内容によって違いがあります。
※雲仙市の健診は、社団法人南高医師会に委託しております。

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

C
コ
ー
ス

B
コ
ー
ス

A
コ
ー
ス

基
本
健
診 所在地

千々石町

小浜町

南串山町

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

健 診 内 容
指定医療機関

医療機関名
天野医院
くさの循環器内科
菅医院
馬場医院
松島外科
副島内科クリニック
ひらゆ医院
木戸医院
公立新小浜病院
京泊馬場医院

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

C
コ
ー
ス

B
コ
ー
ス

A
コ
ー
ス

基
本
健
診

総合健診総合健診

健康管理のため、年に一度は
健診を受けましょう!!

800円
2,300円
4,000円
4,200円
300円
500円●

●

●
●

●

●

●
●
●

●
●
●

●
●
●
●

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

個人負担金
基本健診

健診コース

胃がん
検診

胸部
レントゲン

大腸がん
検診

腹部エコー
検査

子宮がん
検診

乳がん
検診

総
合
健
診
婦
人
検
診

※保険の種類を○で囲み、その他の人は
　（　　）の中に記入してください。

※下記の【個別健診実施医療機関一覧】の中からお選びください。

40歳以上の人 20歳以上
の女性

40歳以上
の女性

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1

総
合

婦
人

○

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳4042　4　1

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

雲 仙 　 太 郎
氏名

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1

総
合

婦
人

○

○

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳5032　5　1

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

雲 仙 　 花 子
氏名

（基本健診または総合健診）

（婦人検診）

（基本健診または総合健診）

（婦人検診）

◎ ◎ 医 院

○ ○ 医 院

□ □ 医 院

15 ●広報うんぜん
平成19年４月



J対象者
　30歳以上の雲仙市民（平成20年3月31日現在の年齢）
※市が実施する住民健診（集団・個別）に申し込んでいない人。
※現在、通院治療中の人は、主治医に相談してから申し込んでください。

※個人負担金は健診費用から市助成額を差し引いた額です。受診日に直接健診医療機関に納入してください。
※追加検査については、全額自己負担となります。（各医療機関によって異なりますので、受診決定後、各医療
機関からの通知において確認してください。）

※募集人員に限りがあるため、受付締切後、定員を超える場合は、昨年度に受診されなかった人を優先し、抽
選とさせていただきます。

◎受診決定の有無は、後日個人通知により連絡します。
※抽選にもれた方には住民健診の案内をいたします。

J受診できる期間　平成19年6月から12月まで

J受診日
　受診決定通知が届いた後に、ご自分で健診予定の医療機関に直接連絡し、予約をとっていただきます。
※健診の詳しい資料等は、受診日の1週間前までに医療機関から直接送付されます。

J申し込み方法
　18ページの『平成19年度　人間ドック・脳ドック申込書』に、必要事項を記入のうえ、市役所健康づくり課、
福祉事務所福祉課、各総合支所市民生活課、雲仙出張所窓口まで提出してください。
提出期限　4月20日（金）
※電話での申し込みはできません。

Jその他
　送迎はいたしませんので、各自で受診してください。（交通費自己負担）

J申込書記入例
　住所・自治会名・世帯主名・電話番号を記入のうえ、申込者の氏名・生年月日・年齢等を記入し、希望する
医療機関名とコース名（第2希望まで）、希望月を必ず記入してください。

人間ドック・脳ドック

J定員・料金

〈記入例1〉…40歳男性（国保）で、7月に受診を希望し、第1希望が●●病院の日帰りAコース、
　　　　　　第2希望が◇◇医院の日帰りBコースの場合

～平成19年度から諫早総合病院の人間ドックのコースが加わりました～J検査内容

人間ドック・脳ドック　指定医療機関一覧（南高医師会分）

医療機関

検診内容

個人負担金

日帰り
Aコース
（胃透視）

9,500 円

日帰り
Bコース

（胃カメラ）
12,500 円

1 泊 2 日

19,000 円

脳ドック

14,250 円

南高医師会
人間ドック 人間ドック

健康保険諫早総合病院

日帰り

14,750 円

1 泊 2 日
Cコース
（糖負荷）
17,750 円

1 泊 2 日
Dコース

（大腸ファイバー）
24,250 円

※諫早総合病院または、17 ページの【指定医療機関一覧】の中からお選びください。

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1
4042　6　1

雲 仙 　 次 郎
医療機関名

医療機関名

コース名 希望月

月

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

● ● 病 院

◇ ◇ 医 院

日帰りAコース

日帰りBコース

検 査 項 目

身 体 測 定

視 力 検 査

聴 力 検 査
骨 密 度 検 査

循 環 器 検 査

呼 吸 器 検 査

上部消化管検査

大 腸 検 査

腹部超音波検査

血 液 検 査

腫瘍マーカー
糖 尿 病 検 査
尿 検 査
便潜血反応検査
内 科 診 察

栄 養 指 導

認 知 機 能
スクリーニング検査

脳ドック検査

　 検 査 内 容 　

身長、体重、BMI、腹囲、体脂肪率
視力、色覚
上記検査＋眼底検査
1000Hz（低音域）と 4000Hz（高音域）の測定
音響的骨評価
血圧測定、心電図
頸動脈エコー
血圧脈波検査（血管年齢の判定）
胸部レントゲン検査（正面・側面）
胸部レントゲン検査（正面直接撮影のみ）
肺機能検査
胃透視
胃カメラ
注腸または大腸ファイバー
全結腸
肝臓・膵臓・腎臓等のエコー検査
膵・肝・腎機能検査、肝炎ウイルス検査、糖代謝、
脂質代謝、血液一般、血清、電解質など

　　上記検査　＋　炎症反応検査　　　　　　　　　梅毒検査（希望者のみ）
CEA・CA19－9
糖負荷試験
尿蛋白、尿糖、尿沈査、尿潜血、比重
便ヘモグロビン（2日法）
視診、聴診、触診など
医師または栄養士による指導
栄養士による指導

長谷川式簡易知能評価スケール

MRI 検査（頭部断層撮影）
MRA検査（頭部・頚部血管撮影）

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○

○

○

○
○

（選択）
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

脳ドック

○
○
○
○

○
○

○

○

○

○
○

日帰り

○
○
○
○

○

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○

南高医師会 健康保険諫早総合病院
人間ドック人間ドック

日帰り
Aコース
（胃透視）

日帰り
Bコース
（胃カメラ）

1泊2日
Cコース
（糖負荷）

1泊2日
Dコース
（大腸）

1泊2日

所在地

口之津

南有馬

北有馬

西有家

有家

深江

日帰りA
胃透視
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

日帰りB
胃カメラ
●

●

●
●

●
●
●

1泊 2日 脳ドック 日帰りA
胃透視
●

●
●

●

●
●

日帰りB
胃カメラ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

1泊 2日

●

●

●

脳ドック

●

●

●

医療機関名

口 之 津 病 院
哲 翁 病 院
中 村 医 院
本 多 南 光 堂 医 院
菜の花クリニック
さ と う 内 科 医 院
北有馬クリニック
永田内科泌尿器科医院
石 川 内 科 医 院
池 田 循 環 器 内 科
布 井 内 科 医 院
し ろ の 医 院

医療機関名

泉 川 病 院
松尾胃腸科外科医院
松 本 内 科 医 院
よ こ た 医 院
安 藤 病 院
愛 野 診 療 所
愛 野 記 念 病 院
馬 場 医 院
副島内科クリニック
木 戸 医 院
公 立 新 小 浜 病 院

所在地

深江

国見

瑞穂
吾妻

愛野

小浜

第
1
希
望

第
2
希
望

7
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J対象者
　30歳以上の雲仙市民（平成20年3月31日現在の年齢）
※市が実施する住民健診（集団・個別）に申し込んでいない人。
※現在、通院治療中の人は、主治医に相談してから申し込んでください。

※個人負担金は健診費用から市助成額を差し引いた額です。受診日に直接健診医療機関に納入してください。
※追加検査については、全額自己負担となります。（各医療機関によって異なりますので、受診決定後、各医療
機関からの通知において確認してください。）
※募集人員に限りがあるため、受付締切後、定員を超える場合は、昨年度に受診されなかった人を優先し、抽
選とさせていただきます。
◎受診決定の有無は、後日個人通知により連絡します。
※抽選にもれた方には住民健診の案内をいたします。

J受診できる期間　平成19年6月から12月まで

J受診日
　受診決定通知が届いた後に、ご自分で健診予定の医療機関に直接連絡し、予約をとっていただきます。
※健診の詳しい資料等は、受診日の1週間前までに医療機関から直接送付されます。

J申し込み方法
　18ページの『平成19年度　人間ドック・脳ドック申込書』に、必要事項を記入のうえ、市役所健康づくり課、
福祉事務所福祉課、各総合支所市民生活課、雲仙出張所窓口まで提出してください。
提出期限　4月20日（金）
※電話での申し込みはできません。

Jその他
　送迎はいたしませんので、各自で受診してください。（交通費自己負担）

J申込書記入例
　住所・自治会名・世帯主名・電話番号を記入のうえ、申込者の氏名・生年月日・年齢等を記入し、希望する
医療機関名とコース名（第2希望まで）、希望月を必ず記入してください。

人間ドック・脳ドック

J定員・料金

〈記入例1〉…40歳男性（国保）で、7月に受診を希望し、第1希望が●●病院の日帰りAコース、
　　　　　　第2希望が◇◇医院の日帰りBコースの場合

～平成19年度から諫早総合病院の人間ドックのコースが加わりました～J検査内容

人間ドック・脳ドック　指定医療機関一覧（南高医師会分）

医療機関

検診内容

個人負担金

日帰り
Aコース
（胃透視）

9,500 円

日帰り
Bコース

（胃カメラ）
12,500 円

1 泊 2 日

19,000 円

脳ドック

14,250 円

南高医師会
人間ドック 人間ドック

健康保険諫早総合病院

日帰り

14,750 円

1 泊 2 日
Cコース
（糖負荷）
17,750 円

1 泊 2 日
Dコース

（大腸ファイバー）
24,250 円

※諫早総合病院または、17 ページの【指定医療機関一覧】の中からお選びください。

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1
4042　6　1

雲 仙 　 次 郎
医療機関名

医療機関名

コース名 希望月

月

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

● ● 病 院

◇ ◇ 医 院

日帰りAコース

日帰りBコース

検 査 項 目

身 体 測 定

視 力 検 査

聴 力 検 査
骨 密 度 検 査

循 環 器 検 査

呼 吸 器 検 査

上部消化管検査

大 腸 検 査

腹部超音波検査

血 液 検 査

腫瘍マーカー
糖 尿 病 検 査
尿 検 査
便潜血反応検査
内 科 診 察

栄 養 指 導

認 知 機 能
スクリーニング検査

脳ドック検査

　 検 査 内 容 　

身長、体重、BMI、腹囲、体脂肪率
視力、色覚
上記検査＋眼底検査
1000Hz（低音域）と 4000Hz（高音域）の測定
音響的骨評価
血圧測定、心電図
頸動脈エコー
血圧脈波検査（血管年齢の判定）
胸部レントゲン検査（正面・側面）
胸部レントゲン検査（正面直接撮影のみ）
肺機能検査
胃透視
胃カメラ
注腸または大腸ファイバー
全結腸
肝臓・膵臓・腎臓等のエコー検査
膵・肝・腎機能検査、肝炎ウイルス検査、糖代謝、
脂質代謝、血液一般、血清、電解質など

　　上記検査　＋　炎症反応検査　　　　　　　　　梅毒検査（希望者のみ）
CEA・CA19－9
糖負荷試験
尿蛋白、尿糖、尿沈査、尿潜血、比重
便ヘモグロビン（2日法）
視診、聴診、触診など
医師または栄養士による指導
栄養士による指導

長谷川式簡易知能評価スケール

MRI 検査（頭部断層撮影）
MRA検査（頭部・頚部血管撮影）

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○

○

○

○
○

（選択）
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

脳ドック

○
○
○
○

○
○

○

○

○

○
○

日帰り

○
○
○
○

○

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○

南高医師会 健康保険諫早総合病院
人間ドック人間ドック

日帰り
Aコース
（胃透視）

日帰り
Bコース
（胃カメラ）

1泊2日
Cコース
（糖負荷）

1泊2日
Dコース
（大腸）

1泊2日

所在地

口之津

南有馬

北有馬

西有家

有家

深江

日帰りA
胃透視
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

日帰りB
胃カメラ
●

●

●
●

●
●
●

1泊 2日 脳ドック 日帰りA
胃透視
●

●
●

●

●
●

日帰りB
胃カメラ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

1泊 2日

●

●

●

脳ドック

●

●

●

医療機関名

口 之 津 病 院
哲 翁 病 院
中 村 医 院
本 多 南 光 堂 医 院
菜の花クリニック
さ と う 内 科 医 院
北有馬クリニック
永田内科泌尿器科医院
石 川 内 科 医 院
池 田 循 環 器 内 科
布 井 内 科 医 院
し ろ の 医 院

医療機関名

泉 川 病 院
松尾胃腸科外科医院
松 本 内 科 医 院
よ こ た 医 院
安 藤 病 院
愛 野 診 療 所
愛 野 記 念 病 院
馬 場 医 院
副島内科クリニック
木 戸 医 院
公 立 新 小 浜 病 院

所在地

深江

国見

瑞穂
吾妻

愛野

小浜

第
1
希
望

第
2
希
望

7

17 ●広報うんぜん
平成19年４月



平成19年度　個別健診申込書

平成19年度　人間ドック・脳ドック申込書

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1
総
合

婦
人

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

氏名 （基本健診または総合健診）

（婦人検診）

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

2
総
合

婦
人

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

氏名 （基本健診または総合健診）

（婦人検診）

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

3
総
合

婦
人

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

氏名 （基本健診または総合健診）

（婦人検診）

（キリトリ線）（キリトリ線）

※希望のコースに○を書き、医療機関名をご記入ください。
住所
雲仙市　　　　町　　　　　　番地
（アパート名・号）

自治会名 世帯主名 電話番号

　　　－

住所
雲仙市　　　　町　　　　　　番地
（アパート名・号）

自治会名 世帯主名 電話番号

　　　－

※希望の医療機関名とコース名、希望月をご記入ください。

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1

医療機関名

医療機関名

コース名

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

　　　　　コース

　　　　　コース

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

2

医療機関名

医療機関名

コース名

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

　　　　　コース

　　　　　コース

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

3

医療機関名

医療機関名

コース名

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

　　　　　コース

　　　　　コース

（
キ
リ
ト
リ
線
）

（
キ
リ
ト
リ
線
）

第
1
希
望

第
2
希
望

第
1
希
望

第
2
希
望

第
1
希
望

第
2
希
望

平成19年度

市税納期カレンダー
雲仙市

「あなたの納税で　あかるい
　　　　　　　　　　　ゆたかな　街づくり」

※納期限は各月の末日です。ただし、12月は25日（火）です。
※納期限が土曜日・日曜日・祝日にあたるときは、その翌日になります。
※口座振替利用者の口座からの引き落とし日は、各納期の末日です。

雲仙市税務課　1 0957ー38ー3111
このページは切りはなして目に付きやすいところに貼るなどしてご活用ください。

納付月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税

（ 2 期 ）
（ 1 期 ）

（ 3 期 ）
（ 4 期 ）

（ 2 期 ）
（ 2 期 ）

（ 3 期 ）
（ 6 期 ）
（ 4 期 ）
（ 7 期 ）
（ 4 期 ）
（ 8 期 ）

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税

固 定 資 産 税

市 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

（ 1 期 ）

（ 1 期 ）

（ 3 期 ）

（ 5 期 ）

　5月15日（火）～ 5月31日（木）

　6月15日（金）～ 7月　2日（月）

　7月15日（日）～ 7月31日（火）

　8月15日（水）～ 8月31日（金）

　9月15日（土）～ 10月　1日（月）

　10月15日（月）～ 10月31日（水）

　11月15日（木）～ 11月30日（金）

　12月15日（土）～ 12月25日（火）

　2月15日（金）～ 2月29日（金）

納　　期
平成19年
　4月15日（日）～ 5月　1日（火）軽　自　動　車　税

税　金　の　種　類

平成20年　　　　
　1月15日（火）～ 1月31日（木）

希望月

希望月

希望月

月

月

月

●広報うんぜん
平成19年４月18



平成19年度　個別健診申込書

平成19年度　人間ドック・脳ドック申込書

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1
総
合

婦
人

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

氏名 （基本健診または総合健診）

（婦人検診）

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

2
総
合

婦
人

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

氏名 （基本健診または総合健診）

（婦人検診）

Aコース
Bコース
Cコース

子宮がん検診
乳がん検診

基本健診コース

性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

3
総
合

婦
人

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳

希
望
医
療
機
関
名

希
望
コ
ー
ス

氏名 （基本健診または総合健診）

（婦人検診）

（キリトリ線）（キリトリ線）

※希望のコースに○を書き、医療機関名をご記入ください。
住所
雲仙市　　　　町　　　　　　番地
（アパート名・号）

自治会名 世帯主名 電話番号

　　　－

住所
雲仙市　　　　町　　　　　　番地
（アパート名・号）

自治会名 世帯主名 電話番号

　　　－

※希望の医療機関名とコース名、希望月をご記入ください。

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

1

医療機関名

医療機関名

コース名

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

　　　　　コース

　　　　　コース

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

2

医療機関名

医療機関名

コース名

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

　　　　　コース

　　　　　コース

氏名

生年月日

大・昭　　年　月　日生
年齢

歳
性別

男・女
保険の種類

国保・社保・他（　　　）

3

医療機関名

医療機関名

コース名

コース名

H18年度の人間ドック・脳ドックの受診の有無 有　・　無

　　　　　コース

　　　　　コース

（
キ
リ
ト
リ
線
）

（
キ
リ
ト
リ
線
）

第
1
希
望

第
2
希
望

第
1
希
望

第
2
希
望

第
1
希
望

第
2
希
望

平成19年度

市税納期カレンダー
雲仙市

「あなたの納税で　あかるい
　　　　　　　　　　　ゆたかな　街づくり」

※納期限は各月の末日です。ただし、12月は25日（火）です。
※納期限が土曜日・日曜日・祝日にあたるときは、その翌日になります。
※口座振替利用者の口座からの引き落とし日は、各納期の末日です。

雲仙市税務課　1 0957ー38ー3111
このページは切りはなして目に付きやすいところに貼るなどしてご活用ください。

納付月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税

（ 2 期 ）
（ 1 期 ）

（ 3 期 ）
（ 4 期 ）

（ 2 期 ）
（ 2 期 ）

（ 3 期 ）
（ 6 期 ）
（ 4 期 ）
（ 7 期 ）
（ 4 期 ）
（ 8 期 ）

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税

固 定 資 産 税

市 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税

国 民 健 康 保 険 税

（ 1 期 ）

（ 1 期 ）

（ 3 期 ）

（ 5 期 ）

　5月15日（火）～ 5月31日（木）

　6月15日（金）～ 7月　2日（月）

　7月15日（日）～ 7月31日（火）

　8月15日（水）～ 8月31日（金）

　9月15日（土）～ 10月　1日（月）

　10月15日（月）～ 10月31日（水）

　11月15日（木）～ 11月30日（金）

　12月15日（土）～ 12月25日（火）

　2月15日（金）～ 2月29日（金）

納　　期
平成19年
　4月15日（日）～ 5月　1日（火）軽　自　動　車　税

税　金　の　種　類

平成20年　　　　
　1月15日（火）～ 1月31日（木）

希望月

希望月

希望月

月

月

月
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二重納付・納め忘れにご注意を
　口座振替での納付は、原則として申請を行った翌月以降から行われます。申請を行った月の税金は窓口で納め
てください。
　年度の途中で税金の口座振替を申請する場合、すでに窓口納付用の納付書が発行されているために、二重納付
になることがあります。
　口座振替申請時期ごとの納付例を紹介しますので二重納付にならないよう、注意してください。

3月に申請を行った場合
（4月5日までに金融機関から税務課に申請が届いたとき）
口座から引き落とされる税金（4月分以降）
・軽自動車税・固定資産税・市県民税・国民健康保険税
窓口で納める税金
・ありません

4月に申請を行う場合
（4月5日以降5月5日までに金融機関から税務課に申請が届いたとき）
口座から引き落とされる税金（5月分以降）
・固定資産税・市県民税・国民健康保険税
窓口で納める税金（4月分）
・軽自動車税

5月に申請を行う場合
（5月5日以降6月5日までに金融機関から税務課に申請が届いたとき）
口座から引き落とされる税金（6月分以降）
・固定資産税2～4期分・市県民税・国民健康保険税
窓口で納める税金（4・5月分）
・軽自動車税・固定資産税1期分

問い合わせ　●税務課　管理班

税金を口座振替で納めるみなさんへ税金を口座振替で納めるみなさんへ

平成19年度固定資産税課税台帳を縦覧します
～自分の固定資産税を把握していますか～

　地方税法第415条の規定に基づき、固定資産税課税台帳を縦覧します。

場　所 市役所税務課および各総合支所管理課
 （各総合支所では、支所管理地域分のみ縦覧できます）

期　間 4月2日（月）～5月31日（木）（土・日・祝日を除く）　午前8時30分～午後5時

※固定資産（建物）を滅失した場合は、税務課固定資産税班までお知らせください。

問い合わせ　●税務課　固定資産税班

●広報うんぜん
平成19年４月20



　平成13年度から公共下水道の整備を進めてきた瑞穂処
理区では、皆さまのご協力により、計画が順調に進んでい
ます。　このたび、一部区域において供用開始となり平成
19年3月31日から下水道の使用ができるようになりました。
　供用開始となった区域の家庭では、「水洗トイレ」を使
用できるようになるほか、台所や風呂、洗濯の汚水を下水
道に流せるようになります。
　早期に接続していただき、快適でクリーンなまちづくり
を目指しましょう！

瑞穂処理区の下水処理が始まりました瑞穂処理区の下水処理が始まりました

下水道接続Ｑ＆Ａ

Ｑ
Ａ

家の中の工事はどのようにするの？

　水洗トイレへの改造や汚水を流す排水設備の工事は、市が指定している「指
定工事店」に工事のお願いをしてください。
　また、改造工事費については、融資のご利用ができますので、ご利用希望の際は、
下水道課までお問い合わせください。

Ｑ
Ａ

Ａ

受益者分担金はどのようにして納めるの？

　受益者分担金は、１戸あたり20万円です。ただし、早めに下水道へ接続すると、
減免措置が受けられます。１年以内に接続すると、10万円になります。
　受益者分担金は、「指定工事店」が排水設備工事の申請書を提出するときに納
付書を発行しますので、その際に納めてください。なお、ご本人の了解のもと、「指
定工事店」が代行して納付する場合もあります。

Ｑ 下水道使用料金はどうなるの？

　下水道使用料金は、市営水道の使用量をもとに計算します。仮に、水道使用
量が20㎥の場合、下水道使用料金は、3,570円となります。また、地区水や井戸
水を使用している場合は、別途計算となります。
　使用料金は、納付書または口座振替で納めていただきます。
※便利な口座振替をお奨めします

■問い合わせ
上下水道局　下水道課　管理班

最後に
　下水道へ接続すると、毎月の下水道使用料金が発生しますが、代わりに、現在支払っている汲み取りの
料金や浄化槽の検査料金・電気料金などの費用がかからなくなります。汲み取り時期や汚泥の引き抜き時
期に合わせて、下水道へ接続するケースも多いようです。
　祖先からの大切な贈り物である自然を守り続けていくために、早期の接続をお願いします。

平成19年3月31日

瑞穂浄化センター

21 ●広報うんぜん
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種　類 長　所 短　所

一般競争入札
（地方自治法第234条）

指名競争入札
地方自治法施行令

第167条

随意契約
地方自治法施行令
第167条の2

・広く競争入札に参加でき、
機会均等、相手方の選定公
正（不正防止）、経済性（有利
な条件のものを広く求め
る）の確保にすぐれている

・不信用、不誠実な者を排除
しやすい
・一般競争入札に比べて手続
が簡単

・手続が簡単で、経費の負担
も小額
・相手が特定者であるため、
資力・信用・技術等の能力
を熟知の上選定できる

・不信用、不誠実な者の参加
の恐れがある
・公告、資格選定など、手続
が煩雑（不特定多数の参加
者に対する説明等）

・指名の範囲が一部の者に固
定化し、偏重する恐れがあ
る
・指名の範囲が限られること
により談合が容易

・相手方の選定が一部の者に
偏り、官商結託や癒着など
を招く恐れがある
・不利な価格で契約を締結す
る恐れがある

【３つの契約方法の特徴】

（ ）

（ ）

雲
仙
市
入
札
制
度
に
つ
い
て
　

【
第
一
回
】

【
シ
リ
ー
ズ
】

管
財
課

●
制
限
付
一
般
競
争
入
札

　

昨
年
、「
雲
仙
市
入
札
制
度
検
討
委
員
会
」
か
ら
、『
入
札
制
度
は
複
雑

な
の
で
、
広
報
紙
を
通
じ
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ら
ど
う
か
』
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
4
月
か
ら
、「
入
札
」
に
関
す
る
記
事
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
6
回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま
す
。

一般競争入札

指名競争入札

随 意 契 約

市の入札公告に業者が自分の判断で応募し、自由に
参加できる制度

入札に参加できる業者を市があらかじめ指定し、その
メンバーのみで競争させる制度

市が特定の業者を選定して、その者と契約を締結する
方法

　

今
回
は
、
こ
の
4
月
か
ら
、
設

計
額
一
億
円
以
上
の
建
設
工
事
に

導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
制
限

付
一
般
競
争
入
札
」
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

▲
業
者
選
定
と
契
約
▼

　

市
が
建
設
工
事
を
発
注
す
る
場

合
、
複
数
の
建
設
業
者
を
競
争
さ

せ
、
市
に
と
っ
て
一
番
有
利
に
な

る
相
手
方
を
選
び
、
そ
の
業
者
と

契
約
を
結
び
ま
す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、「
一
般
競

争
入
札
」「
指
名
競
争
入
札
」「
随

意
契
約
」
の
3
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
雲
仙
市
の
建
設
工

事
で
は
、「
一
般
競
争
入
札
」
は

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が

「
指
名
競
争
入
札
」
で
契
約
の
相

手
方
を
決
定
し
て
き
ま
し
た
。

▲
制
限
付
一
般
競
争
入
札
▼

　

今
回
の
「
制
限
付
一
般
競
争
入

札
」
は
、
一
般
競
争
入
札
の
う
ち
、

一
定
の
要
件
を
定
め
、
こ
の
条
件

を
満
た
す
不
特
定
多
数
の
業
者
の

参
加
に
よ
る
入
札
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
一
定
の
要
件
が「
制
限
付
」

で
あ
り
、
工
事
の
工
種
や
施
工
方

法
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
事
業

所
の
所
在
地
を
市
内
に
求
め
た
り
、

建
設
業
法
で
定
め
る
、
会
社
の
一

定
の
点
数
を
求
め
た
り
、
そ
の
内

容
は
、「
雲
仙
市
建
設
工
事
競
争

入
札
審
査
委
員
会
」
が
決
定
し
ま

す
。

　

こ
の
制
限
付
一
般
競
争
入
札
は
、

「
入
札
制
度
検
討
委
員
会
」
の
提

言
書
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と

に
加
え
、
全
国
的
な
談
合
事
件
が

相
次
い
だ
こ
と
を
受
け
、
国
土
交

通
・
総
務
両
省
が
、
地
方
自
治
体

発
注
の
公
共
工
事
に
関
す
る
入
札

制
度
の
改
革
案
の
中
で
「
全
自
治

体
へ
の
一
般
競
争
入
札
導
入
」
を

掲
げ
て
お
り
、
こ
の
全
国
的
な
流

れ
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
は
さ
き
の
改
革
案
で
、

都
道
府
県
・
政
令
市
に
対
し
「
一

千
万
円
以
上
の
工
事
入
札
に
は
一

般
競
争
入
札
」
を
求
め
て
い
ま
す

が
、
市
と
し
ま
し
て
は
、
確
実
な

事
務
処
理
を
行
う
た
め
に
、
ま
ず

一
億
円
以
上
の
工
事
に
お
い
て
導

入
し
、
各
方
面
へ
及
ぼ
す
影
響
を

見
な
が
ら
、
順
次
そ
の
対
象
工
事

額
を
引
き
下
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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雲仙市担い手農地情報活動事業結果表雲仙市担い手農地情報活動事業結果表雲仙市担い手農地情報活動事業結果表
　平成18年度に国見・瑞穂・吾妻町に在住で農地を所有している人を対象に、遊休農地の利活用などについての意向調査を行いました。
　皆さまのご協力により、下のとおり結果がでましたのでお知らせします。今後、この資料をもとに所有権移転・利用権設定等の推進を図ってまいります
のでご協力をお願いします。
　また、平成19年度は、愛野・千々石・小浜・南串山町で同様の調査を実施しますので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ　農業委員会　総務・農政班　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：希望者は人・希望地は㎡）　

農地所在地区名

吾妻町阿母名
吾妻町牛口名
吾妻町永中名
吾妻町大木場名
吾妻町川床名
吾妻町栗林名
吾妻町古城名
吾妻町木場名
吾妻町田之平名
吾妻町布江名
吾妻町馬場名
吾妻町平江名
吾妻町本村名
計
国見町多比良甲
国見町多比良乙
国見町多比良丙
国見町多比良丁
国見町多比良戊
国見町土黒甲
国見町土黒乙
国見町土黒丙
国見町土黒丁
国見町土黒戊
国見町土黒己
国見町土黒庚
国見町神代甲
国見町神代乙
国見町神代丙
国見町神代丁
国見町神代戊
国見町神代己
国見町神代庚
国見町神代辛
計
瑞穂町伊福甲
瑞穂町伊福乙
瑞穂町古部甲
瑞穂町古部乙
瑞穂町西郷甲
瑞穂町西郷乙
瑞穂町西郷丙
瑞穂町西郷丁
瑞穂町西郷戊
瑞穂町西郷己
瑞穂町西郷庚
瑞穂町西郷辛
計

合計

買入
希望者

6
1
3

1

2
2
2
17
3

1
2
2
1
1
4
2
1
1
4
1
2
2

1
1
1

30
3
1

2

1
1
8

55

借入
希望者

9
1
9

2
1
4
1
1
3
1
3
2
37
1

2
3

1
1
2
2

8
1
1

1

1
24
1

1

1
2
2
1
1
1
1
11

72

筆数
10
7
4
6
0
2
2
2
3
8
3
0
1
48
0
0
1
3
0
0
0
1
1
1
0
0
3
5
4
4
17
4
1
1
46
7
4
13
18
1
0
0
3
0
3
3
10
62

156

面積
16,941
8,460
9,166
3,951
0

2,305
931
2,054
2,420
7,711
1,959
0
881

56,779
0
0

1,489
1,226
0
0
0
26
74

1,057
0
0

1,660
1,712
2,933
5,440
11,187
7,175
1,670
59

35,708
5,765
2,909
8,106
11,474
809
0
0
489
0

1,423
1,346
5,518
37,839

130,326

筆数
5
1
2
13
7
13
20
3
6
6
15
1
3
95
0
0
1
3
0
2
1
0
4
7
0
1
6
0
3
6
22
7
4
0
67
11
11
16
12
18
0
0
9
2
9
7
5
100

262

面積
3,292
402
1,662
8,843
4,578
4,214
9,730
1,220
3,299
2,262
10,542
1,256
1,797
53,097

0
0
313
2,217
0
880
191
0
989
5,778
0

2,586
3,457
0

1,173
8,786
14,813
5,928
4,846
0

51,957
4,523
4,623
12,230
10,587
7,515
0
0

7,055
5,589
4,897
2,297
1,104
60,420

165,474

筆数
25
3
4
2
29
2
2
0
0
7
1
4
6
85
3
1
0
2
0
0
4
0
6
8
0
3
1
0
9
0
5
1
5
4
48
0
16
3
6
1
6
0
0
0
14
10
14
70

203

面積
35,349
2,335
6,683
1,561
26,618
3,940
1,994
0
0

5,954
807
4,547
2,435
92,223
1,412
3,259
0
758
0
0

4,248
0

3,753
5,577
0

1,450
356
0

12,307
0

8,984
2,186
3,784
8,088
51,491

0
14,747
2,276
5,259
52

2,372
0
0
0

9,800
5,343
9,745
49,594

193,308

筆数
29
1
4
4
10
3
5
6
2
9
19
4
1
97
8
2
0
5
0
2
3
2
4
0
5
6
5
4
2
0
14
3
1
0
56
7
10
14
22
6
6
0
1
2
6
4
3
81

234

面積
17,770
54

5,565
1,995
5,263
2,710
2,994
5,753
696
4,242
17,077
1,609
868

66,596
5,509
242
0

3,770
0

4,374
1,679
3,350
1,899
0

6,078
10,714
3,941
2,844
1,275
0

15,407
2,046
2,317
0

59,694
2,716
9,771
11,920
12,882
2,295
2,101
0

1,491
2,865
4,786
2,549
1,065
54,441

180,731

委託
5
4
1

1
2
2

1
3

19
1

2

1

2
2

1

9
3
1

1

1
1

1
8

36

受託
2

1

1

1
5

0
1

1

1
1

4

9

売却希望地（田） 売却希望地（畑） 貸付希望地（田） 貸付希望地（畑） 作業受委託希望者
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本
市
が
発
注
す
る
工
事
の
入
札

が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
入
札
監
視
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

1
人

応
募
資
格

�
月
1
日
現
在
で
、
次
の
全
て
を

満
た
す
人

・
法
律
分
野
、
経
済
分
野
、
技
術

分
野
の
専
門
的
知
識
を
有
し
て

い
る
人

・
年
齢
が
満
�0
歳
以
上
の
人

・
雲
仙
市
の
職
員
、
市
議
会
議
員

で
な
い
人

・
平
日
の
会
議
に
出
席
可
能
な
人

役
割

　

年
�
回
程
度
開
催
予
定
（
主
に

平
日
昼
間
）
の
委
員
会
に
お
い
て
、

市
が
行
っ
た
入
札
の
発
注
方
法
や

入
札
結
果
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

任
期　

�
年
間

報
酬　

1
回
の
出
席
に
つ
き
�
千

円応
募
方
法

　

市
役
所
管
財
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
管
理
課
に
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
下
さ

い
。
な
お
、
提
出
書
類
は
お
返
し

で
き
ま
せ
ん
。

・
持
参
ま
た
は
郵
送

市
役
所　

管
財
課

・
フ
ァ
ッ
ク
ス

0
9
5
7
（
��
）
3
5
1
4

・
電
子
メ
ー
ル

　

kanzai@
city.unzen.nagasaki.jp

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

応
募
締
切　

�
月
�0
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
に

よ
り
審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
全

員
に
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
管
財
課　

契
約
管
財
班

雲仙市入札監視委員会
委員募集

管　財　課◎
登録統計調査員制度の
お知らせ

情報統計課◎

統
計
調
査
員
希
望
者
を
募
集
し
て

い
ま
す

　

各
種
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る

と
き
に
、
事
前
に
登
録
し
て
い
る

調
査
員
（
登
録
統
計
調
査
員
）
へ

調
査
を
依
頼
し
、
優
先
的
に
統
計

調
査
員
の
仕
事
を
案
内
す
る
制
度

で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

登
録
希
望
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

申
込
方
法

　
「
登
録
統
計
調
査
員
希
望
者
申

込
書
」（
市
役
所
情
報
統
計
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
管
理
課
に
設
置

し
て
い
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
市
役
所
情
報
統
計
課
統
計

班
へ
直
接
持
参
し
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

登
録
期
間　

�
年
間

登
録
の
資
格
要
件

①
雲
仙
市
に
在
住
す
る
満
�0
歳
以

上
の
人

②
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
人

③
統
計
に
関
し
、
理
解
と
熱
意
を

有
し
、
様
式
に
記
入
す
る
能
力

が
あ
り
忠
実
か
つ
責
任
を
も
っ

て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人

④
警
察
・
税
務
ま
た
は
選
挙
、
調

査
対
象
に
直
接
関
係
な
い
人

⑤
市
内
に
お
い
て
、
自
家
用
車
で

の
移
動
手
段
が
確
保
で
き
、
会

議
等
に
参
加
で
き
る
人

⑥
そ
の
他
、
調
査
員
と
し
て
適
格

と
認
め
ら
れ
る
人

調
査
従
事
意
向
確
認

　

実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た

だ
く
前
に
、
情
報
統
計
課
統
計
班

担
当
者
か
ら
電
話
な
ど
で
事
前
に

調
査
に
従
事
可
能
か
ど
う
か
（
仕

事
の
都
合
、
病
気
や
ケ
ガ
、
そ
の

他
の
理
由
で
従
事
す
る
こ
と
が
困

難
で
な
い
か
）
を
確
認
し
ま
す
。

研
修

　

長
崎
県
が
実
施
す
る
登
録
統
計

調
査
員
研
修
会
が
、
年
に
1
回
程

度
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

●
情
報
統
計
課　

統
計
班
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市からのお知らせ
問い合わせ
●市　役　所　0957（38）3111
●福祉事務所　0957（36）2500
	 ● 国見総合支所  78–2111	 ● 小浜総合支所  74–2111
	 ● 瑞穂総合支所  77–2111	 ● 南串山総合支所  88–3111
	 ● 愛野総合支所  36–2111	 ● 雲仙出張所  73–3445
	 ● 千々石総合支所  37–2001

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し

た
日
常
生
活
・
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
福
祉
に
関

す
る
各
種
の
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
情
報
の
提
供
・
助
言
や
必
要
な

援
助
を
行
う
「
障
害
者
相
談
支
援

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
居
住
す
る
障
害
者
・
障

害
児
お
よ
び
そ
の
家
族
（
介
護
を

行
う
人
）

事
業
の
内
容

　

障
害
者
（
児
）
ま
た
は
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
お
よ
び
助
言
等
を
行

う
も
の
と
し
て
、
次
に
揚
げ
る
業

務
を
行
い
ま
す
。

1
．
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

　

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
助
言
、
介
護
相
談
、

利
用
申
請
の
援
助
な
ど

2
．
社
会
資
源
を
活
用
す
る
た
め

の
支
援

　

施
設
や
福
祉
関
係
の
事
業
所
等

の
紹
介
、
福
祉
機
器
の
利
用
助
言
、

生
活
情
報
の
提
供
な
ど

3
．
社
会
生
活
力
を
高
め
る
た
め

の
支
援

　

健
康
管
理
や
身
だ
し
な
み
、
趣

味
、
余
暇
活
動
等
の
社
会
生
活
を

高
め
る
た
め
の
助
言
な
ど

4
．
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

障
害
者
自
身
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
な
っ
て
、
実
際
に
社
会
生
活
上

必
要
と
さ
れ
る
心
構
え
や
生
活
能

力
の
習
得
に
対
す
る
援
助
、
支
援

を
実
施

5
．
権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な

援
助

　

成
年
後
見
制
度
の
活
用
、
地
域

福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
活
用
な
ど

6
．
専
門
機
関
の
紹
介

　

障
害
者
（
児
）
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
、
各
種
専
門
機
関
を
紹
介

7
．
虐
待
の
防
止
お
よ
び
早
期
発

見
の
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整

　

虐
待
防
止
へ
の
対
応
な
ど

支
援
事
業
者

雲
仙
市
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

は
あ
と
（
社
会
福
祉
法
人
南
高
愛

隣
会
）

☎
0
9
5
7
（
��
）
2
1
8
0

（
県
南
地
域
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

内
）

※
相
談
に
要
す
る
費
用
は
無
料
で

す
。

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

障
害

福
祉
班

ひとり親家庭のみなさまへ

福　祉　課◎

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
お
よ
び

父
母
の
な
い
児
童
の
入
学
に
際

し
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護

者
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
当
該
児
童
の
新
入
学
を
祝

福
す
る
た
め
、
長
崎
県
か
ら
入
学

祝
品
（
図
書
券
な
ど
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
入
学
祝

品
の
受
け
取
り
を
希
望
す
る
人

は
、
入
学
説
明
会
も
し
く
は
入
学

式
の
際
配
布
さ
れ
た
申
込
み
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
各
地
区

の
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
用
紙
を
紛
失
し
た
人

は
、
福
祉
事
務
所
福
祉
課
児
童
家

庭
班
、
市
役
所
福
祉
課
吾
妻
分
室
、

各
支
所
市
民
生
活
課
健
康
福
祉
班

に
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
1�
年
�
月
に
県
内
の
小
学

校
（
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
の
小

学
校
も
含
む
）
に
入
学
す
る
母

子
・
父
子
家
庭
お
よ
び
父
母
の
い

な
い
児
童
の
保
護
者
。

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で

す
。

提
出
期
限

�
月
�0
日
（
金
）

申
込
み
先

※
申
込
み
用
紙
裏
面
に
住
所
、
連

絡
先
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
福
祉
事
務
所　

福
祉
課　

児
童

家
庭
班

障害者相談支援事業

福　祉　課◎
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お問い合わせ

●赤ちゃん相談（午後）と1歳6か月児健診の対象者には健康づくり課より通知いたします。
●パパママ教室・赤ちゃん相談（午前）は自由参加です。

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診を同時に受診で
きる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に申込書の提出をした人を優先します。事前申し込みをし
ていない人は受診できないことがありますのでご了承ください。

事業名 対象者 受付時間日付 会場事業名 対象者 受付時間日付 会場

事業名 対象者 時間日付 会場

妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（国見町にお住まいの方）

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（小浜・南串山町にお住まいの方）

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（瑞穂・吾妻町にお住まいの方）

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（愛野・千々石町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年9月生

（小浜・南串山町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年9月生

（国見町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年9月生

（愛野・千々石町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年8月生

（瑞穂・吾妻町にお住まいの方）

パパママ教室

赤ちゃん
　健康相談

1歳6か月児
　健康診査

12日（木） 午後1時30分～午後1時50分

18日（水） 午後1時30分～午後1時50分

13日（金） 午後1時30分～午後1時50分

17日（火） 午後1時30分～午後1時50分

19日（木） 午後1時30分～午後1時50分

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

愛野保健福祉センター

瑞穂町公民館

小浜老人福祉センター

BCG

予防接種

ポリオ

予防接種

生後3か月～

　　6か月未満

生後3か月～

　　90月未満

20日（金） 午後12：30～午後2：30

22日（日） 午後1：00～午後2：30

23日（月） 午後1：00～午後2：30

24日（火） 午後12：30～午後2：30

25日（水） 午後12：30～午後2：30

26日（木） 午後12：30～午後2：30

27日（金） 午後12：30～午後2：30

22日（日） 午前8：30～10：00

23日（月） 午前8：30～10：00

小浜老人福祉センター

小浜体育館

小浜体育館

小浜体育館

（小浜）やまびこ会館

小浜老人福祉センター

小浜老人福祉センター

小浜体育館

小浜体育館

基本健康診査

胸部レントゲン検査

大腸がん検診

前立腺がん検診

※総合健診
・基本健康診査
・胸部レントゲン検査
・胃がん検診
・腹部エコー検査
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

40歳以上の市民

※但し、レントゲン検診

は39歳以下の希望者

も受診できます。

40歳以上の市民

 26日（木）

 

5日（木）

6日（金）

 10日（火）

11日（水）

17日（火）

20日（金）

25日（水）

27日（金）

午後1時～午後1時15分

 午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午後1時～午後1時15分

午後1時～午後1時15分

午後1時～午後1時15分

午後1時～午後1時15分

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

吾妻保健センター

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

瑞穂町公民館

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課4月
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お問い合わせ

●赤ちゃん相談（午後）と1歳6か月児健診の対象者には健康づくり課より通知いたします。
●パパママ教室・赤ちゃん相談（午前）は自由参加です。

※総合健診とは、1回の受診で基本健診・胃がん検診・大腸がん検診・腹部エコー検査・胸部レントゲン検診を同時に受診で
きる健診です。ただし、日数や受診人数に限りがありますので、事前に申込書の提出をした人を優先します。事前申し込みをし
ていない人は受診できないことがありますのでご了承ください。

事業名 対象者 受付時間日付 会場事業名 対象者 受付時間日付 会場

事業名 対象者 時間日付 会場

妊婦さんとそのパートナー

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（国見町にお住まいの方）

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（小浜・南串山町にお住まいの方）

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（瑞穂・吾妻町にお住まいの方）

（午前）1歳未満（H18年4月～11月生）

（午後）平成18年12月生

（愛野・千々石町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年9月生

（小浜・南串山町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年9月生

（国見町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年9月生

（愛野・千々石町にお住まいの方）

平成17年7月～

平成17年8月生

（瑞穂・吾妻町にお住まいの方）

パパママ教室

赤ちゃん
　健康相談

1歳6か月児
　健康診査

12日（木） 午後1時30分～午後1時50分

18日（水） 午後1時30分～午後1時50分

13日（金） 午後1時30分～午後1時50分

17日（火） 午後1時30分～午後1時50分

19日（木） 午後1時30分～午後1時50分

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

愛野保健福祉センター

瑞穂町公民館

小浜老人福祉センター

BCG

予防接種

ポリオ

予防接種

生後3か月～

　　6か月未満

生後3か月～

　　90月未満

20日（金） 午後12：30～午後2：30

22日（日） 午後1：00～午後2：30

23日（月） 午後1：00～午後2：30

24日（火） 午後12：30～午後2：30

25日（水） 午後12：30～午後2：30

26日（木） 午後12：30～午後2：30

27日（金） 午後12：30～午後2：30

22日（日） 午前8：30～10：00

23日（月） 午前8：30～10：00

小浜老人福祉センター

小浜体育館

小浜体育館

小浜体育館

（小浜）やまびこ会館

小浜老人福祉センター

小浜老人福祉センター

小浜体育館

小浜体育館

基本健康診査

胸部レントゲン検査

大腸がん検診

前立腺がん検診

※総合健診
・基本健康診査
・胸部レントゲン検査
・胃がん検診
・腹部エコー検査
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

40歳以上の市民

※但し、レントゲン検診

は39歳以下の希望者

も受診できます。

40歳以上の市民

 26日（木）

 

5日（木）

6日（金）

 10日（火）

11日（水）

17日（火）

20日（金）

25日（水）

27日（金）

午後1時～午後1時15分

 午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午前：9時30分～10時30分

午後：1時30分～1時45分

午後1時～午後1時15分

午後1時～午後1時15分

午後1時～午後1時15分

午後1時～午後1時15分

愛野保健福祉センター

国見農村環境改善センター

小浜老人福祉センター

吾妻保健センター

愛野保健福祉センター

小浜老人福祉センター

国見農村環境改善センター

千々石保健センター

瑞穂町公民館

市　役　所　健康づくり課
福祉事務所　福祉課
各総合支所　市民生活課4月
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　消費者との交流を目的に毎年行われているふれあい
農業祭りが、3月4日に小浜マリンパークで開かれま
した。
　島原半島地区青年農業者連絡協議会主催のこの祭り
には、島原半島内の青年農業者が自ら生産したレタス
やたまねぎ、アスパラガスなどの新鮮な農産物が並べ
られ、多くの買い物客でにぎわいました。

手塩にかけた新鮮な農産物をどうぞ
ふれあい農業祭り

　2月10日に100歳を迎えられた藤澤ワトさん（小浜町）と同月11日に迎
えられた加藤ツヤさん（愛野町）に、市からのお祝いが手渡されました。
　藤澤さんは、天気が良い日には、散歩に出かけられるのを楽しみにされて
いるとか。また、加藤さんは、金子助役から手渡された賞状を自分で朗読さ
れるほど、とてもお元気でした。
　お2人とも、これからも健康的に長生きして、幸せに過ごしてください。

100回目のハッピーバースデイ♪
市内2人に100歳のお祝い

↑御殿に内裏びななどが飾られた珍しいひな壇

↑自分たちが作った新鮮な農産物を格安で販売

↑2月11日に100歳を迎えられた加藤さん ↑2月10日に100歳を迎えられた藤澤さん

　小浜町歴史資料館では、2月15日から3月31日まで「ひな
人形展」が開かれ、訪れた人たちを楽しませていました。
　さまざまなひな人形を多くの人たちに楽しんでもらおうと、
今年初めて開かれました。近隣の住民に出品を呼びかけたとこ
ろ、8点のひな壇がそろいました。昭和初期のものから7段飾
りのもの、陶器製のものなど、多彩な人形が飾られ、来場者も
ゆっくりと鑑賞していました。
　また、同時に雲仙小浜マラソンコースで行われているマラソ
ン大会や駅伝大会の様子を収めた写真展も開かれていました。

あなたの家にも眠っていませんか？
小浜町歴史資料館　ひな人形展
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　国見町の神代小路重要伝統的建造物群保存地区において、3月
1日からの3日間、神代鍋島塾主催によるもてなし事業が行われ、
武家屋敷群が夜間にライトアップされました。
　3月3日には、鍋島邸庭を会場にライトアップコンサートが開
催され、暗闇に浮かび上がる鍋島邸と緋寒桜をバックに、尺八や
琴・胡弓の音色が流れ幻想的な雰囲気が漂っていました。また、
昼間は浪曲公演、地元食材による鍋島汁やぜんざいなどがふるま
われ、多くの人で賑わっていました。
　今回の事業を企画した平田政文塾長は、「神代小路地区の魅力
を多くの人に体験してもらおうと企画しました。今後も地域の活
性化と魅力発見に努めていきたい」と語っていました。

ライトアップで魅力再発見
神代小路もてなし事業

↑市役所玄関前で行われた贈呈式のようす↑贈られたジャンボ金魚に夢中の子どもたち（鶴田小）

　生き物の飼育を通して、子どもたちの環境教育に役
立ててもらおうと、このほど国見町の坂本好二三さん
が、金魚（ジャンボ獅子頭）130匹を市内の小中学校
に寄贈されました。
　中には20㎝を超える巨大な金魚もいて、子どもたち
もその大きさにびっくりしながら観察していました。

うゎ〜、おおきいねぇ！
ジャンボ金魚をプレゼント

　社団法人島原法人会（宅島壽雄会長）から事業活動
の一環として、高齢者や身体障害者のために使ってほ
しいと車イス5台が寄贈されました。
　2月16日に市役所で贈呈式があり、贈られた車イス
は、国見、愛野、小浜、南串山の各総合支所と吾妻体
育館に設置されました。

福祉のために役立ててください
社団法人島原法人会　車イスを寄贈

　46thナガサキ・アグリネット・フォーラム（長崎県青年
農業者会議）が2月13日〜 14日に長崎市で開かれました。
県内の青年農業者が一堂に会し、プロジェクト発表の部と意
見発表の部で合計32団体が発表を行いました。
　プロジェクト発表の部で永野大輔さん（愛野町）が「愛野
町エコプロジェクト　パートⅥ」と題して、環境にやさしい
ばれいしょ栽培などについて発表し、最優秀賞を受賞しまし
た。このほか雲仙市からは、意見発表の部で長田篤史さん（瑞
穂町）、平野昭太さん（千々石町）が優秀賞に選ばれました。

研究成果や将来への希望・抱負を発表
46thナガサキ・アグリネット・フォーラム

↑写真左から永野さん、長田さん、平野さん

↓幻想的な雰囲気に多くの人が酔いしれました

←ライトアップされた神代
小路は、昼間とは違った表情
を見せていました
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↓毎年恒例となったもちまき

　31回目を数える「くにみ町産業まつり」が、3月4日に国見農村環境改善センターで開かれました。
　晴天に恵まれ、汗ばむほどの陽気となったこの日は、大特価の特産品を求めて、多くの買い物客でにぎわいました。
会場には、安くて新鮮な農畜産物、海産物、加工品や乳製品などが並び、訪れた人たちも大満足の様子でした。

ズラリと並んだ特産品に大満足
第31回雲仙市くにみ町産業まつり

↑Aランク優勝のモンパチ○強

　今年で2回目となる吾妻カップ
ナイターバレーボールリーグが、
2月12日から3月10日まで吾妻
体育館で行われました。今年は、
市内に居住または勤務する人たち
による18チームが参加し、約1カ
月にわたり白熱した試合が展開さ
れました。
　主な結果は、次のとおりです。
【Aランク】①モンパチ○強 ②馬場
スポーツ③かのか
【Bランク】①W＆S②アツミーズ
③ラストチャンス
（数字は順位）

ナイスアタック！
吾妻カップナイター
バレーボールリーグ

↑写真左端があすなろの平井代表 ↑答申書を読み上げる小林会長

　アルミ空き缶回収事業に取り組
んでいる吾妻町の任意団体「ボラ
ンティアあすなろ」（平井満代表、
会員33人）が2月14日、吾妻町
の田川原、馬場両自治会に車イス
を1台ずつ、NPO法人ふれあいス
テーションに5万円を寄付しまし
た。
　あすなろでは、これまでに吾妻
町にある小中学校3校に車イス1
台ずつを寄贈したほか、ユニセフ
子ども基金などへの寄付も行って
いるそうです。ちなみに、車イス
1台を購入するためには、空き缶
6万個が必要だということです。

車イス寄贈と寄付金
ボランティアあすなろ

　総合計画審議会から2月13日、
雲仙市総合計画案の答申書が提出
されました。これを受け、市は、
議会の議決を経て、「雲仙市総合
計画」を策定しました。
　総合計画では、市の将来像やま
ちづくりの基本方針などの基本構
想とともに、基本方針ごとの政策
や施策、主要な事業などを示した
基本計画で構成しており、その施
策の中で展開される事業の成果な
どの数値目標も掲載しています。
　総合計画は、市のホームページ
に掲載するほか、概要版を市内各
世帯に配付します。

きらめく雲仙市の創造へ
雲仙市総合計画を策定

↓大勢の買い物客でにぎわう会場

●広報うんぜん
平成19年４月30



まちのわだい

　市内の中学校の卒業式が3月14日に、小学校の卒業式が3月19日に
それぞれ行われました。卒業生は小学校575人、中学校614人の計
1189人。学校生活最後の行事となるこの日、卒業生たちは、少し緊張
がみられるものの、最高学年としての立派な振る舞いをみせていました。
　多くの思い出を残した学び舎を巣立つ思いに、涙がこみ上げる場面も
ありましたが、新生活への希望を胸に校舎を後にする卒業生たちの背中
は、一回り大きくなっているようでした。

それぞれの思いを胸に、新しい場所へ
市内小中学校卒業式

　市男女共同参画懇話会（村嶋展子座長ほか7人）が2月23日、提言書を
まとめ、市長に提出しました。
　同懇話会は、県男女共同参画アドバイザーなどの市内外の委員で構成さ
れ、「市における男女共同参画社会を実現するために解決すべき問題点」に
ついて議論し、その解決策を協議してきました。提言書には、「性別を問わ
ず互いを尊重し、多様な視点と新たな発想を生かす」「男女の均等な雇用機
会の確保」など、7つの項目を盛り込み、それぞれに具体策を示しています。
　提出された提言書は、平成19年度中に策定が予定されている男女共同参
画計画に反映されます。

男女が互いを尊重し合える社会に
雲仙市男女共同参画懇話会　提言書

　小浜町雲仙の雲仙ゴルフ場で3
月11日、第1回雲仙クロスカント
リー大会が開かれました。
　当日は、気温はやや低めながら、
晴天に恵まれ、県内外から800人
を超える選手が参加しました。
　全国的にも珍しいゴルフ場での
クロスカントリーということで、
選手たちは芝生の感触を楽しみな
がら、健脚を競い合っていました。

芝生の上を駆け抜ける
第1回雲仙クロスカントリー大会

　㈳南高医師会（泉川欣一会
長）から3月9日、雲仙・南島
原両市と管内にある4つの高校
にAED（自動対外式除細動器）
が、合計6台贈られました。
　救急医療の一環として贈ら
れたもので、各校舎や市役所
などに設置され、いざという
ときの救命活動に役立てられ
ます。

もしもの時のために
南高医師会　AED寄贈

　活水女子大学音楽学部によるオペ
ラ・ミュージカル「ヘンゼルとグレー
テル」が2月24日、ハマユリックスホー
ルで行われました。
　グリム童話に出てくるポピュラーな
お話に、大人から子どもまで大いに楽
しみました。
　また、愛野小合唱部からも6年生15
人が出演し、出演者の素晴らしい歌声
に多くの拍手が送られていました。

みんなの歌声をひとつに

オペラ・ミュージカル
「ヘンゼルとグレーテル」

↑雄大な自然の中を駆け抜ける選手たち ↑泉川会長からAEDを受け取る市長 ↑練習の成果が見事に発揮されました

↑提言書を提出する村嶋座長（中央）と松永副座長（右）

↑在校生との
「別れのこ
とば」

↑恩師からのメッセージが胸に響きます
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人口
男
女
世帯数

50,987人
24,201人
26,786人
16,403世帯

2月末現在（住民基本台帳）

相
談
窓
口

　

次
の
と
お
り
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

◆
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者
の

教
育
相
談
窓
口

い
じ
め
の
問
題
、
不
登
校
、
そ
の

他
の
相
談

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
3
1
1
3

◆
児
童
虐
待
等
に
関
す
る
通
報
・

相
談
窓
口

虐
待
、
養
護
な
ど
の
通
報
・
相
談

市
民
福
祉
部　

福
祉
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
2
5
0
0

　

ど
ち
ら
も
来
所
さ
れ
て
か
ら
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◆
教
育
相
談
窓
口

��
時
間
電
話
相
談

県
教
育
委
員
会
「
い
じ
め
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」（
全
国
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
）

☎
0
5
7
0
―
0
7
8
3
1
0

年
金
だ
よ
り

◎
学
生
納
付
特
例
制
度
の
活
用
を

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
�0
歳

か
ら
�0
歳
ま
で
の
人
は
、
公
的
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
加

入
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
�0
歳
以
上
の
学

生
の
人
に
つ
い
て
は
、
学
生
納
付

特
例
制
度
と
い
う
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
の

で
、
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
諫
早

社
会
保
険
事
務
所
へ
学
生
証
と
印

鑑
を
持
っ
て
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

○
保
険
年
金
課

○
諫
早
社
会
保
険
事
務
所

☎
0
9
5
7
（
��
）
1
6
6
5

◎
年
金
受
給
の
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

　

年
金
の
請
求
や
年
金
を
受
け
て

い
る
人
の
問
い
合
わ
せ
は
、「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

○
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

☎
0
5
7
0
（
0�
）
1
1
6
5

○
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
年
金

相
談

☎
0
5
7
0
（
0�
）
1
1
6
5

　雲仙温泉街の国道沿いに色とりど
りのプランターが勢ぞろいします。
　家壇を選んで投票すると抽選です
てきなプレゼントが当たります。
　この機会に、春を彩る花や雲仙温
泉で癒されてみてはいかがですか？

期間　4月 29日（日）～5月 13日（日）
場所　雲仙温泉街

問い合わせ
雲仙観光協会　1 0957-73-2233
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●納期限は、５月1日（火）です。
（口座引き落とし日は、4月25日（水）です）

4月は の納入月です。軽自動車税

口座振替を利用される方は、口座の確認をお願いします。
納税には、便利で安心な口座振替をご利用ください。

遺
言
の
日　

無
料
法
律
相
談

　

遺
言
に
つ
い
て
の
無
料
法
律
相

談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

遺
言
・
相
続
問
題
は
遺
言
者
の

財
産
に
関
す
る
法
律
的
な
整
理
を

必
要
と
す
る
場
合
が
多
く
、
紛
争

原
因
を
早
期
に
発
見
す
る
機
縁
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
紛
争
予

防
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書

の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い
、
相
続

放
棄
し
た
い
、
財
産
分
与
の
仕
方

が
分
か
ら
な
い
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
に
よ
る
面
接
及
び
相
談

日
時　

�
月
1�
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
�
時

○
電
話
相
談

☎
0
9
5
（
8
2
4
）
5
6
2
6

※
当
日
だ
け
の
臨
時
電
話
で
す
。

○
面
談
相
談

事
前
予
約
制
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
）

場
所　

長
崎
県
弁
護
士
会
（
長
崎

市
栄
町
1
―
��　

長
崎
M
S
ビ
ル

4
F
）

予
約
方
法　

�
月
1�
日
（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
弁
護
士
会

☎
0
9
5
（
8
2
4
）
3
9
0
3

平
成
19
年
度 

第
1
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

種
類　

甲
種
、
乙
種
（
第
1
種
〜

第
�
種
）、
丙
種

試
験
日　

�
月
1�
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

対
象
者　

一
般
・
高
校
生

場
所

長
崎
市

・
長
崎
大
学　

文
教
キ
ャ
ン
パ
ス

・
長
崎
工
業
高
等
学
校
（
高
校
生

の
み
）

佐
世
保
市

・
長
崎
県
立
大
学

・
佐
世
保
工
業
高
等
学
校
（
高
校

生
の
み
）

島
原
市
・
島
原
工
業
高
等
学
校

諫
早
市
・
諫
早
農
業
高
等
学
校

大
村
市
・
大
村
工
業
高
等
学
校

受
付
期
間

�
月
11
日
（
水
）
〜
��
日
（
木
）

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

願
書
入
手
先

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安
室
、

長
崎
県
振
興
局
・
地
方
局
、
県
内

の
各
消
防
署

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

県
支
部

〒
8
5
0
―
0
0
3
3

長
崎
市
万
才
町
�
―
��　

明
治
安

田
生
命
長
崎
ビ
ル
1
階

☎
0
9
5
（
8
2
2
）
5
9
9
9

1
・
2
級
建
設
機
械
施
工
技
術

検
定
試
験

試
験
日　

�
月
1�
日
（
日
）

対
象
者　

建
設
機
械
操
作
施
工
に

従
事
し
て
い
る
人

受
験
手
数
料

1
級
・
�
級
（
1
種
別
に
つ
き
）

1
0
1
0
0
円

（
実
地
試
験
は
別
途
手
数
料
が
必

要
）

申
込
期
間　

�
月
1�
日
（
金
）
ま

で申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈳
日
本
建
設
機
械
化
協
会
試
験
部

☎
0�
（
3
4
3
3
）
6
1
4
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.jcm

anet.or.jp/
shiken/

hhhhhhhhhh

hhhhhhhhhh
80～100 年前…
　雲仙温泉は外国人が避暑地として街中をかっぽ
し、夜はダンスパーティーが行われるおしゃれで
洗練された異空間で「ハイカラさんの街」と呼ば
れていました。

　このような歴史を生かしたイベント UNZEN「ハ
イカラさんの街」フェスタでは、子どもから大人
まで、いろんなサイズのドレスやハイカラさん衣
装をレンタルすることができます。
　皆さんもぜひ、この機会にレンタル衣装を着て
街中を散歩し、写真撮影をしてみてはいかがです
か？また、撮影された写真によるフォトコンテス
トも開催します。
　そのほか、当時の写真展なども行います。

期間　4月 28 日（土）～5月 6日（日）
場所　雲仙温泉街一帯

問い合わせ
雲仙観光協会　1 0957-73-3434

UNZEN
「ハイカラさんの街」

フェスタ

UNZEN
「ハイカラさんの街」

フェスタ

UNZEN
「ハイカラさんの街」

フェスタ
ルネッサンスUNZEN2007 プレイベント
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月
火
水
木
金
土・日

ストレスと下痢

大腸がんの治療

なかなか寝ない子ども

黄斑変性症（成人の失明原因第1位）

不眠症は心の病気でしょうか？それとも脳の病気でしょうか？

まだ若いのに更年期障害？

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、
　同じ内容のテープが流れます。

長崎県保険医協会

おうはんへんせいしょう ☆毎年の「健康テレフォンサービス」
放送原稿を収載した、小冊子『健
康一口メモ』を販売中です。
第9・1 0集：1冊300円
第12～20集：1冊400円
問長崎県保険医協会
☎095-825-3829

こ
れ
か
ら
マ
イ
ホ
ー
ム
を 

お
考
え
の
方
へ

〜
「
な
が
さ
木
の
家
」

普
及
支
援
事
業
〜

◆
一
棟
30
万
・
40
万
円
相
当
の
県

産
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

県
で
は
、
県
産
材
の
流
通
お
よ

び
消
費
の
拡
大
を
通
じ
て
森
林
・

林
業
お
よ
び
木
材
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
新
築
住
宅
を
建
設
さ

れ
る
人
を
対
象
に
、
県
産
木
造
住

宅
を
普
及
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
、
工
務
店
の
み
な
さ
ん

が
建
築
主
に
県
産
材
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
そ
の

費
用
の
半
分
を
県
が
補
助
す
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
な
が
さ
木
の
家
」
普
及
型

◎「
な
が
さ
木
の
家
」ス
タ
ン
ダ
ー

ド
標
準
仕
様
に
の
っ
と
っ
た
仕

様
に
よ
り
建
築
さ
れ
る
住
宅

○
�0
万
円
相
当
以
上
の
県
産
材
を

建
築
主
へ
無
償
提
供
さ
れ
る
場

合
、
建
築
業
者
に
対
し
て
�0
万

円
の
補
助

県
産
材
利
用
促
進
型

◎
県
産
材
の
使
用
割
合
が
�0
％
以

上
の
木
造
軸
組
構
法
に
よ
り
建

設
さ
れ
る
住
宅

○
�0
万
円
相
当
以
上
の
県
産
材
を

建
築
主
へ
無
償
提
供
さ
れ
る
場

合
、
建
築
業
者
に
対
し
て
1�
万

円
の
補
助

※
県
内
に
新
築
予
定
の
居
住
用
住

宅
を
対
象
と
し
て
、
一
定
の
条

件
を
満
た
し
た
県
産
材
使
用
の

木
造
住
宅
を
建
て
る
場
合
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

島
原
振
興
局
農
林
部
林
務
課

☎
0
9
5
7
（
��
）
5
0
7
3

　雲仙ロープウェイ株式会社は、今年創業50周年を迎え
ます。
　そこで、みなさんに仁田峠の素晴しさをもっと知って
いただきたく、雲仙市民限定でロープウェイ往復料金の
特別割引を行います。

　ミヤマキリシマやヤマボウシが見ごろの5月・6月には
家族限定割引を予定、9月には敬老の日ウィークを予定
しています。
　詳しくは広報うんぜん各号で案内しますのでお楽しみに!!

※割引には住所確認をさせていただきます。
　住所が確認できるものか、このページをお持ちになっ
て窓口に提示してください。

問い合わせ
雲仙ロープウェイ株式会社　10957-73-3572

小・中・高生のみなさんは、通年市民割引で
小 学 生 以 下　無料
中学生・高校生　半額

中・高生以上のみなさんでも誕生月割引で
本人ともう 1人　半額

雲仙ロープウェイ

雲仙市民限定

特別割引特別割引特別割引

雲仙市ゴミの分け方・出し方ルールブックについて

　3月に自治会で配布されました「雲仙市ゴミの分け方・出し
方ルールブック」に誤りがありました。
　深くお詫びし、訂正します。

訂正
●18ページ：雲仙市主要機関テレホンガイド
　（誤）環境対策課　→　（正）環境政策課

市役所　環境政策課 
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1日
8日
15日
22日
29日
30日

愛 野 診 療 所
天 野 医 院
中 村 眼 科 医 院
木 戸 医 院
松 尾 胃 腸 科 外 科 医 院
泌尿器科・皮ふ科　菅医院
梅 津 医 院
菅 医 院
本 田 医 院
公 立 新 小 浜 病 院
佐 藤 医 院
公 立 新 小 浜 病 院

0957（36）0009
0957（37）2015
0957（36）1060
0957（74）2046
0957（78）1000
0957（88）3151
0957（78）5156
0957（74）2457
0957（78）2768
0957（74）2211
0957（78）5555
0957（74）2211

愛 野 町
千々石町
愛 野 町
小 浜 町
国 見 町
南串山町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
小 浜 町
国 見 町
小 浜 町

日 医 療 機 関 電話番号 町 名

狂犬病予防注射
環境政策課

おたくの犬・ねこが、ご近所から好かれるために

　年1回の義務です
　狂犬病予防法により、飼い犬は生
涯1回の登録と、毎年の狂犬病予防
注射が義務付けられています。犬を
飼っている人はお近くの予防注射場
所でもれなく受診しましょう。
　狂犬病予防注射は、下表の日程内
であれば、各場所で受診することが
できます。

　周りに迷惑や危害をかけ
ない心くばりとしつけが大
切です。
　ご近所のみなさんが、犬・
ねこの好きな方とは限りま
せん。責任を持って飼いま
しょう。
　動物の本能、習性や生理
をよく理解し、家族の一員
として終生飼育しましょう。

☆犬の放し飼いをやめましょう！
散歩のときも、引き綱を必ずつけましょう。

☆排泄のしつけをしましょう！
散歩中、『ふん』をしたときは必ず持ち帰りましょう。

☆鳴き声・悪臭にご用心！
むだぼえしないようにしつけましょう。飼っている場所を清潔に心がけま
しょう。

☆犬・ねこを捨てないで！
里親を探すのはたいへんです。飼主の責任で避妊・去勢手術を受けましょう。

☆犬・ねこにエサだけ与えている人へ！
飼うなら責任を持って、他の人へ迷惑をかけないように正しく飼いましょう。

　手数料
新規に登録する犬…6,050円
（登録手数料3,000円、予防注射手数
料2,500円、注射済票550円）
すでに登録済の犬…3,050円
（予防注射手数料2,500円、注射済票
550円）
※おつりがないように持参してくだ
さい。

　お願い
☆犬を固定できる人が連れてきてく
ださい。
☆会場での犬のフンは飼い主が処理
してください。
☆下表の日程で受診できない場合は、
各自で予防注射を受け、市役所ま
たは各総合支所に届けましょう。

光西寺駐車場
愛野保健福祉センター駐車場

消防団第 4分団詰所
愛野保健福祉センター駐車場

白山公園駐車場
川床公民館
消防団第 2分団詰所
市役所駐車場

JA島原雲仙八斗木出張所
神代研修センター
下塩浜公民館
千々石庁舎裏
森馬公民館
木場保育所横
下岳公民館
総合支所駐車場
保健福祉センター駐車場

4 月 12 日（木）

4月 13 日（金）

4月 14 日（土）

4月 18 日（水）

10：00～10：45
11：00～11：50

13：10～13：50
14：10～14：50

９：00～10：00
10：40～11：20
13：30～14：30
15：00～16：30

10：00～11：30
13：30～15：00
９：30～10：10
10：30～12：00
13：10～13：40
14：00～14：40
15：00～15：20
９：30～11：00
11：10～12：00

愛
野
町

愛
野
町

国
見
町

南
串
山
町

吾
妻
町

千
々
石
町

馬場集落センター
国見総合支所
木津漁港
富津消防団詰所前
小浜農協選果場
小浜公民館駐車場
小浜町体育館駐車場
木指消防団詰所
びん串公民館
小田山分校上広場

春日神社
瑞穂町公民館
JA島原雲仙大正選果場
雲仙出張所駐車場
北串住民センター
旧北串漁協前
金浜公民館

4 月 19 日（木）

4月 20 日（金）

10：00～11：30
13：30～15：00
９：30～９：55
10：05～10：30
10：40～11：10
11：20～11：50
13：10～13：40
13：45～14：10
14：20～14：40
14：50～15：00

10：00～11：00
11：20～12：20
13：30～14：30
９：30～９：55
10：15～10：35
10：50～11：10
11：25～11：45

国
見
町

瑞
穂
町

小
浜
町

小
浜
町

35 ●広報うんぜん
平成19年４月



発
行
：
雲
仙
市
役
所

編
集
：
秘
書
広
報
課

N
o.18
平
成
19年

４
月
１
日
発
行

0957ｰ38ｰ3514

四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

卯月
うづき

【スターチス】
　乾燥しても花の色落ちが少ないため、ドライフ
ラワー用としても人気の高い花です。ピンクやブ
ルー、紫、黄、白などの花色があります。
　市内では、主にハウス栽培されており、10月か
ら翌6月ごろにかけて、福岡や県内の市場へ出荷
されますが、今が一番のピークです。

※このコーナーでは、毎月、
雲仙市内の旬を彩るもの
を紹介していきたいと思
います。何か情報があり
ましたら、市役所秘書広
報課広報班までお寄せく
ださい

NEW!
!

お詫びと訂正
　広報3月号に誤りがありました。深くお詫びし、
訂正します。申し訳ありませんでした。
訂正
●9ページ：保険年金課　自己負担限度額（表）
（誤）一般　3回まで　81,000円
（正）一般　3回まで　80,100円
●26ページ：地域交通安全活動推進委員に委嘱状
（誤）伊藤政昭さん→（正）伊藤正昭さん

市役所　秘書広報課 

長崎県議会議員一般選挙
みんなで投票、みんなで参加、あなたの一票大切に。

投票日　4月 8日（日）
午前7時～午後8時

あなたの一票を大切に ! !　必ず投票しましょう。

4月 8日に投票にいけない人は
期日前投票を行いましょう。

■期日前投票
期間…3月 31 日（土）～4月 7日（土）
時間…午前 8時 30 分～午後 8時
場所…市役所、各総合支所
※住所地の総合支所（吾妻町は吾妻町ふるさと会館）でしか投票できません

■問い合わせ
雲仙市選挙管理委員会　☎0957-38-3111
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